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１
９
９
３
年
秋
に｢

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど
も
に
学
校
を
つ

く
る
会｣

と
し
て
発
足
し
た
当
会
は
、
２
０
０
７
年
９
月
で

１
５
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、

１
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
対
外
的
に
当
会
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

１
年
で
１
校
を
目
標
に
は
じ
ま
っ
た
学
校
建
設
は
、
２
０

０
８
年
度
に
完
成
予
定
の
着
工
分
を
含
め
る
と
２
０
０
校

舎
を
超
え
て
い
ま
す
。
「
２
０
０
棟
目
は
６
０
０
人
で
建
設

し
よ
う
！
」
と
は
じ
ま
っ
た
募
金
運
動
は
、
お
蔭
様
で
予
定

以
上
の
賛
同
者
が
集
ま
り
、
２
０
０
８
年
８
月
２
７
日
の
贈

呈
式
に
向
け
て
ツ
ア
ー
の
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

当
会
は
、
２
０
０
４
年
１
月
１
日
付
け
で
１
９
番
目
の
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
国
税
庁
よ
り
認
定
さ
れ
、
今
年
は
３

回
目
の
再
申
請
も
無
事
に
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

寄
付
者
の
皆
さ
ま
は
、
当
会
に
寄
付
を
く
だ
さ
る
こ
と
で
控

除
の
特
典
を
得
ら
れ
、
当
会
は
寄
付
金
と
寄
付
件
数
を
前
年

度
よ
り
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
贈
と
い
う

形
で
寄
付
を
頂
戴
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
２
０
０
７
年
度
の
事
業
は
、
学
校
建
設
、
教
育
支
援
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
啓
蒙
活
動
（
広
報
啓
発
）
事
業
と
も
に
、

事
業
方
針
と
し
て
掲
げ
た
１
０
項
目
に
沿
っ
て
、
順
調
に
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

学
校
建
設
事
業
は
、
今
年
度
２
７
棟
１
２
４
教
室
の
実
績

を
あ
げ
、
内
訳
は
小
学
校
１
５
棟
７
０
室
（
う
ち
１
棟
は
音

楽
棟
）、
中
学
校
１
２
棟
５
４
室
（
う
ち
１
棟
は
図
書
館
）
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
用
の
机
椅
子
は
３
０
０
０
セ
ッ

ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
受
益
者
の
数
は
、
生
徒
１
万
７
９
３

５
名
、
教
師
５
３
４
名
と
な
り
、
当
会
が
目
的
と
す
る
教
育

環
境
の
改
善
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、

衛
生
施
設
の
整
備
と
し
て
ト
イ
レ
２
０
棟
８
９
室
、
井
戸
５

基
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

音
楽
教
育
支
援
で
は
、
教
師
養
成
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
結
果
、

シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
の
小
学
校
か
ら
１
６
名
の
教
師
が
修

了
し
卒
業
し
ま
し
た
。
過
去
も
含
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
た
教
師
は
各
地
の
学
校
で
音
楽
授
業
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
数
は
２
０
０
８
年
３
月
末
現
在
１
０
９
校
（
小
学

校
８
７
校
・
中
高
１
４
校
・
教
員
養
成
学
校
８
校
）
と
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
音
楽
教
育
の
成
果
披
露
の
場
と
し
て
、
４
回
目
と

な
る
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
過
去

最
高
の
７
５
校
が
参
加
し
、
予
選
は
５
市
県
で
８
回
実
施
し

ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
小
学
校
部
門
で
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
サ

ク
ラ
ク
バ
ル
チ
ュ
ロ
イ
小
学
校
、
中
学
校
の
部
で
は
プ
ノ
ン

ペ
ン
市
チ
ュ
ロ
イ
チ
ョ
ン
バ
ー
中
学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
年
度
よ
り
、
全
国
の
教
員
養
成
学
校
（
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
）
の
音
楽
教
員
を
対
象
と
し
た
音
楽
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
、
３
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

美
術
教
育
支
援
で
は
、
教
員
対
象
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
３
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
会
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
う
け
て
、
絵
画
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
は 

６
７
校
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
６
地
域
で
開
か
れ
た
第
６

回
絵
画
展
に
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
も
含
め
て
、

７
８
校
２
６
５
７
作
品
が
集
ま
り
、
期
間
中
１
万
５
８
１
４

名
が
来
場
し
ま
し
た
。 

音
楽
・
美
術
事
業
で
活
用
す
る
学
用
品
は
、
国
内
で
広
く

募
集
し
、
特
に
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
１
１
９
０
台
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
支
援
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

１
校
が
加
わ
り
合
計
３
校
の
小
・
中
学
生
１
４
５
名
が
参
加 

し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
の
セ
レ
モ
ニ
ー
等
で
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。
同
時
に
、
日
本
の
専
門
家
に
よ
る
短
期
講
習
会 

（
５
年
目
）
を
実
施
し
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

2007（平成 19 年度）事業の要旨 
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当
会
支
援
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
、
１
０
月
２
５
日
か

ら
１
１
月
１
日
、
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
第
２
２
回
国
民
文

化
祭
と
Ｊ
Ｈ
Ｐ
１
５
周
年
祝
賀
会
で
演
奏
を
披
露
す
る
機

会
を
得
て
、「
ワ
ッ
ト
プ
ノ
ン
サ
ク
ラ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
」

中
学
・
高
校
生
２
６
名
と
引
率
５
名
の
計
３
１
名
が
日
本
へ

招
聘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

孤
児
院
支
援
事
業
で
は
、
当
会
が
支
援
す
る
児
童
養
護
施

設
（
Ｃ
Ｃ
Ｈ:

幸
せ
の
子
ど
も
の
家
）
で
生
活
す
る
子
ど
も
は
、

当
初
１
６
人
か
ら
５
１
名
に
増
え
ま
し
た
。
学
習
面
で
は
、

授
業
以
外
に
Ｃ
Ｃ
Ｈ
内
で
補
習
授
業
や
語
学
を
学
ぶ
機
会

を
作
り
、
成
績
優
秀
者
が
多
数
出
て
い
ま
す
。
職
業
訓
練
は
、

ク
ラ
フ
ト
作
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
調
理
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
独
自
の
取
組
み
と
し
て
、

ロ
ー
ド
シ
ョ
ウ
チ
ー
ム
や
ユ
ー
ス
エ
ン
ジ
ェ
ル
チ
ー
ム
が

更
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
や
高
齢
者
を
手
助
け
す
る
活
動

を
行
う
な
ど
、
人
間
的
な
成
長
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｈ
Ｐ
の
１
５
周
年
式
典
に
は
ソ
カ
所
長
と
５
名
の
女
子

が
来
日
し
ク
メ
ー
ル
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
で
は
、
４
８
名
を
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
、
２
名
を
ア
フ
リ
カ
の
毛
布
配
布
に
派
遣
し
ま
し
た
。 

「
小
山
内
美
江
子
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

第
二
期
目
を
継
続
実
施
し
ま
し
た
。
座
学
は
（
講
義
）
は 

 

２
０
０
７
年
９
月
１
８
日
か
ら
２
０
０
８
年
２
月
２
０
日

ま
で
８
２
回
実
施
し
、
受
講
生
１
９
名
と
聴
講
生
延
べ 

 

３
７
７
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
１
３
名
が
２
月

２
４
日
か
ら
３
月
２
２
日
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
第
二
期
は
３
月
２
９
日
に
修
了
式
を
行
い
、
正

規
要
件
を
満
た
し
た
１
０
名
が
修
了
し
ま
し
た
。 

 

啓
蒙
活
動
（
広
報
啓
発
）
事
業
で
は
、
第
３
回
目
と
な
る

天
満
敦
子
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

寄
付
金
が
音
楽
教
科
書
（
改
訂
版
）
の
印
刷
費
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
１
５
周
年
事
業
の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
記

念
式
典
を
開
催
し
、
超
満
員
の
５
８
１
名
の
来
場
者
と
共
に

節
目
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
例
年

ど
お
り
講
演
会
や
報
告
会
の
開
催
、
外
部
イ
ベ
ン
ト
の
出
展

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
支
援
者
の
獲
得
や
国
際
協
力
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
に
励
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

 

プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
で
の
啓
蒙
（
広
報
啓
発
）
事
業
と
し

て
欠
か
せ
な
い
受
け
入
れ
業
務
は
３
６
５
名
を
対
応
。
こ
れ

は
前
年
度
よ
り
も
１
０
０
名
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。
理
由

と
し
て
、
学
校
建
設
の
支
援
者
が
贈
呈
式
に
出
席
す
る
割
合

が
増
え
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
も
多
く
の
支
援

者
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
や
当
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
、
継
続
支
援
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

運
営
管
理
面
で
は
、
２
０
０
７
年
７
月
に
港
区
浜
松
町
に

事
務
所
を
移
転
し
た
こ
と
が
大
き
な
変
化
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
の
体
制
は
東
京
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
も
に
整
備
さ
れ
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
と
共
に
、
事
業
の
拡
大
充
実

に
対
応
で
き
る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
年
度
末
に
は

事
業
評
価
の
勉
強
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
１
５
年
を
節
目
に

活
動
の
成
果
を
ま
と
め
る
た
め
の
準
備
も
行
い
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
新
規
会
員
数
が
当
初
の
目
標
に
達
し
な

か
っ
た
こ
と
、
会
員
継
続
率
の
低
減
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
カ
レ
ッ
ジ
の
聴
講
生
の
減
少
な
ど
課
題
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
改
善
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
安
定
し
た
発
展
の
為
に
は
、
ま
だ
ま
だ
諸

外
国
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
世
界
に
は
教
育
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
多
く
の
国
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
活
動
の
担
い

手
を
増
や
し
な
が
ら
、
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
世
界
の
平

和
と
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
続
け
て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
引

き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

（左）クメールダンスを披露するＣＣＨの子どもたち。（中央上）カレッジの修了式にて。（右上）ブラ

ンコ建設中のカレッジメンバー、（下）15周年式典にて成果を披露するマーチングバンドメンバー。 
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（
１
）
小
・
中
学
校
建
設 

今
年
度
は
１
２
地
域
に
２
７
棟
１
２
４
室
の
学
校
を
建

設
し
た
が
、
こ
れ
は
設
立
以
来
最
大
の
数
と
な
っ
た
。 

  

こ
れ
に
よ
り
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
の
設
立
以
来
、

年
度
末
ま
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
で
１
９
９
棟
の
校
舎
建

設
及
び
贈
呈
式
の
完
了
と
な
っ
た
。
（
ラ
オ
ス
１
棟
を
含

む
。
） 

 
 

最
近
で
は
、
教
育
環
境
の
格
差
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た

め
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
の
建
設

が
増
え
て
い
る
が
、
特
に
今
年
度
は
北
部
の
プ
ル
サ
ッ
ト
県
、

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
県
、
西
部
ス
ワ
イ
リ
エ
ン
県
で
の
建
設
を
は

じ
め
広
範
囲
に
わ
た
る
候
補
地
調
査
な
ど
、
一
段
と
活
動
地

域
を
広
げ
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

今
年
度
は
５
４
校
の
建
設
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
昨
年

同
様
プ
ノ
ン
ペ
ン
駐
在
員
が
直
接
現
地
を
調
査
し
、 

①
教
室
が
足
り
ず
２
部
制
以
上
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
学

校 

②
老
朽
化
に
よ
り
授
業
の
実
施
が
天
候
等
で
左
右
さ
れ
る

学
校 

な
ど
優
先
順
位
の
高
い
学
校
か
ら
建
設
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
、
最
近
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
建
設
対
象
が
小
学
校

か
ら
中
学
校
・
教
員
養
成
学
校
（
師
範
学
校
）
に
ま
で
広
が

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
就
学
率
、
進
級
率

が
徐
々
に
上
昇
し
て
お
り
、
中
学
校
の
ニ
ー
ズ
も
非
常
に
高

く
な
っ
て
き
た
為
、
そ
れ
ら
の
調
査
や
建
設
も
進
め
た
。 

一
方
で
、
教
師
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た
教
員
養
成
学
校

の
施
設
充
実
を
目
指
し
、
教
員
養
成
学
校
の
ニ
ー
ズ
地
調
査

も
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
当
会
で
は
引
き
続
き
２
階
建
て
の
校
舎
や
、
洪
水

被
害
地
域
の
高
床
式
校
舎
な
ど
、
地
域
事
情
に
合
わ
せ
た
建

設
を
行
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
多
様
化
す
る
建
設
を
行
っ
た
結
果
、
建
築
物
の
規

模
の
拡
大
・
複
雑
化
に
直
面
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
・
建
設
業

者
・
住
民
の
的
確
な
協
力
体
制
に
よ
り
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。 

特
に
、
管
理
体
制
の
強
化
と
建
設
管
理
技
術
の
向
上
も
あ

い
ま
っ
て
、
最
低
４
０
年
は
保
障
で
き
る
質
の
高
い
施
設
が

完
成
し
、
当
会
の
建
築
校
舎
を
高
く
評
価
す
る
声
も
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

（
２
）
教
員
養
成
学
校
建
設 

 

今
年
度
は
実
績
な
し
。
次
年
度
以
降
、
学
校
か
ら
の
要
請

が
あ
り
、
必
要
性
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
建
設
す
る

予
定
で
あ
る
。 

 （
３
）
専
門
家
に
よ
る
現
地
視
察 

 

２
０
０
７
年
９
月
９
日
か
ら
１
７
日
ま
で
、
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
貯
金
に
よ
る
助
成
事
業
と
し
て
、
当
会
監
事
で
一
級

建
築
士
の
青
野
達
司
氏
を
派
遣
し
、
学
校
建
設
に
関
す
る
監

督
、
指
導
並
び
に
現
状
視
察
を
行
っ
た
。
現
場
監
督
を
行
っ

た
学
校
は
次
の
１
０
校
。
青
野
氏
に
よ
る
指
導
や
詳
細
報
告

書
を
元
に
、
建
設
業
務
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

①
ル
ッ
セ
イ
プ
レ
イ
小
学
校(

ス
ワ
イ
リ
エ
ン
県
・
平
成 

１
９
年
度
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
支
援
実
施
校)

 

②
ク
ロ
サ
ン
チ
ュ
ロ
ム
小
学
校
（
ス
ワ
イ
リ
エ
ン
県
） 

③
コ
ン
タ
ー
ナ
ン
小
学
校
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
） 

④
ス
レ
イ
モ
ン
コ
ル
中
学
校
（
カ
ン
ダ
ー
ル
県
） 

学校建設事業 

  

（左上）木造の老朽校舎、（中央上）建設前に地域住民と話し合うスタッフ。
（左下）完成した校舎、トイレ。（右）継続支援の文具を受ける子どもたち。
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＜2007（平成 19）年度学校建設事業の実績＞ 
支援内容 

校舎 トイレ 支 援 学 校 名 
生 
徒 
数 

教 
員 
数 棟 室 棟 室 

机 

椅子 
井

戸 

備

考 
サンサムヴィッチー
ア小学校 

660 10 1 5 1 4 125 -

ポントゥック中学校 410 18 1 5 1 5 125 1

アンサー小学校 345 8 1 5 1 4 125 -

トゥナールトゥート
ン小学校 

529 8 1 5 1 4 125 -

ターナッ小学校 510 15 1 4 1 3 100 -

プーンペン小学校 570 15 1 6 1 5 150 1

ワットポピセイ小学
校 

290 9 1 5 - - 125 -

コラップⅠ小学校音
楽棟 

3090 107 1 2 - 2  -
2
F

スレイモンコル中学
校図書館 

1487 35 1 2 - -  -

コンターナン小学校 1597 35 1 5 - - 125 -

コーキ中学校 1272 40 2 8 1 5 200 -

クナートゥートン小
学校 

750 20 1 5 1 4 125 -

ルッセイスロック中
学校 

269 25 1 5 1 5 125 -

スレイモンコル中学
校 

1487 35 2 10 1 5 250 -

マペイブオンカンニ
ャ中学校 

901 35 1 5 1 5 125 -

スレイティアニー小
学校 713 20 1 5 1 4 125 1

ルッセイプレイ中学
校 

232 8 1 5 1 4 125 -

クロサンクル小学校 316 10 1 4 1 4 100 -

クロサンチュルム小
学校 396 4 1 5 1 4 125  

ストゥントゥルー中
学校 181 20 2 9 1 5 225 1

カムライン小学校 294 10 1 5 1 4 125 1

チュランクポー小学
校 350 7 1 4 1 4 100 -

ダムナックトラッチ
ュ中学校 

661 25 1 5 1 5 125 -

メーサン小学校 625 15 1 5 1 4 125 -

合 計 17935 534 27 124 20 89 3000 5

⑤
教
員
養
成
学
校(

コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
・
平
成
１
５
年
度

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
支
援
実
施
校)

 

⑥
プ
レ
イ
ト
ゥ
ー
ル
小
学
校(

コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
・
平
成

９
年
度
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
支
援
実
施
校)

 

⑦
ア
ン
ロ
ン
ト
ン
小
学
校(

コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
・
平
成 

１
４
年
度
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
支
援
実
施
校)

 

⑧
ア
ン
ク
マ
オ
小
学
校(
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
・
平
成
１
３

年
度
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
支
援
実
施
校) 

⑨
マ
ペ
イ
ブ
オ
ン
カ
ン
ニ
ャ
中
学
校
（
カ
ン
ダ
ー
ル
県
） 

⑩
コ
ラ
ッ
プ
Ⅰ
小
学
校
（
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
） 

 

こ
こ
で
は
、
ル
ッ
セ
イ
プ
レ
イ
小
学
校
と
プ
レ
ト
ゥ
ー
ル

小
学
校
に
関
す
る
青
野
氏
の
視
察
コ
メ
ン
ト
の
一
部
を 

紹
介
し
た
い
。 

 

●
ル
ッ
セ
イ
プ
レ
イ
小
学
校 

全
体
的
な
印
象
と
し
て
は
悪
く
な
い
。
平
面
形
、
高
さ
方

向
と
も
設
計
図
通
り
の
寸
法
で
納
ま
っ
て
い
る
。
廊
下
の

楣
ま
ぐ
さ

下
の
型
枠
は
外
さ
れ
支
柱
の
み
が
盛
り
返
さ
れ
て
い
る

が
一
部
出
入
口
の
と
こ
ろ
で
型
枠
と
も
支
柱
が
残
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
下
に
壁
の
な
い
梁
、

楣
ま
ぐ
さ

、
型

持
ち
の
廂
の
す
べ
て
の
箇
所
で
４
週
間
の
型
枠
存
置
期
間

を
守
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。 

 

●
プ
レ
イ
ト
ゥ
ー
ル
小
学
校 

こ
の
小
学
校
は
１
９
９
７
年
の
着
工
前
に
訪
れ
て
い
る

が
建
物
を
見
る
の
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。
校
長
は
そ
の
と
き

の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
話
を
し
て
く
れ
た
。
屋
根
は
木
造
で

焼
成
瓦
を
載
せ
入
母
屋
に
小
廂
付
き
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
伝

統
的
な
形
を
し
て
い
る
。
小
廂
は
腕
木
を
出
さ
ず
に
垂
木
だ

け
で
支
え
て
い
る
。
木
造
な
ら
で
は
の
工
法
で
あ
る
。
棟
飾

り
の
曲
線
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
瓦
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
時
々

必
要
ら
し
い
が
校
長
が
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 （
４
）
既
建
設
校
の
視
察
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
） 

建
設
会
社
に
よ
る
保
証
は
３
年
間
で
、
こ
れ
に
伴
っ
て
６

ヶ
月
、
１
年
、
２
年
、
３
年
目
と
建
設
後
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た

め
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
時
に
発
見
し
た
問
題
点
は
、
建
設
会
社

と
話
し
合
い
、
建
設
会
社
、
Ｊ
Ｈ
Ｐ
、
地
域
等
の
分
担
で
補

修
を
行
っ
て
い
る
。 

 

本
年
度
は
２
９
校
の
視
察
を
行
っ
た
。
プ
ノ
ン
デ
ル
小
学

校
（
２
０
０
６
年
７
月
に
１
棟
５
教
室
を
寄
贈
）
を
視
察
し

た
際
は
、
ゴ
ミ
が
散
ら
か
り
、
校
舎
の
清
掃
が
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
は
カ
ギ
を
か
け
た
ま

ま
使
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
韓
国
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

寄
贈
に
よ
る
白
板
は
取
り
付
け
方
が
ひ
ど
く
、
隣
の
教
室
に

貫
通
す
る
ま
で
壁
に
穴
を
開
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
他
の
多
く
の
学
校
で
も
見
受
け
ら
れ
た
。
す
ぐ
さ
ま
学

校
と
協
議
を
し
、
学
校
の
環
境
は
改
善
さ
れ
た
。
白
板
の
問

題
は
教
育
省
の
長
官
に
報
告
を
し
、
教
育
省
か
ら
現
場
へ
の

注
意
呼
び
か
け
を
約
束
し
て
も
ら
っ
た
。 

ま
た
、
視
察
以
外
に
、
図
書
等
の
寄
贈
を
目
的
に
、
既
設

校
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
前
頁
写
真
右
は
サ
マ
キ
ボ
ン
ス

マ
イ
チ
小
学
校(

２
０
０
４
年
度
に
１
棟
４
教
室
を
寄
贈)

へ
の
継
続
支
援
と
し
て
図
書
と
文
具
を
贈
っ
た
時
の
様
子
。 
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（
５
）
建
設
後
の
状
況
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
） 

〜
コ
ー
キ
中
学
校
建
設
後
の
状
況
か
ら
〜 

 
 ①

建
設
前
の
状
況 

 

２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
さ
れ
た
と
言
っ
て
も

校
舎
は
な
く
、
４
８
７
名
の
生
徒
達
は
コ
ー
キ
小
学
校
の
教

室
を
間
借
り
し
て
勉
強
し
て
い
た
。
２
０
０
５
年
か
ら
爆
発

的
に
生
徒
が
増
え
、
更
に
近
隣
の
２
つ
の
小
学
校
の
教
室
を

間
借
り
し
て
授
業
が
行
わ
れ
た
。
２
０
０
６
年
、
世
界
銀
行

の
支
援
に
よ
り
、
初
め
て
中
学
校
の
校
舎
１
棟
５
室
が
完
成

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
に
３
学
年
が
揃
っ
た
た
め
、
教
室

不
足
は
解
消
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
教
師
不
足
と
い
う
事
態
も
発

生
。
コ
ー
キ
小
学
校
の
先
生
を
９
名
ほ
ど
借
り
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
も
授
業
は
コ
ー
キ
小
学
校
、
コ
ー
キ
中
学
校
、

他
小
学
校
２
校
で
行
わ
れ
続
け
た
。 

 

②
建
設
後
の
状
況 

学
校
か
ら

の
依
頼
を
受

け
、
２
０
０

７
年
、
当
会

が
校
舎
建
設

を
支
援
し
、

２
棟
８
室
の

新
コ
ン
ク
リ

ー
ト
校
舎
と

ト
イ
レ
５
室

が
完
成
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
近

隣
の
小
学
校
で
勉
強
し
て
い
た
生
徒
も
、
コ
ー
キ
中
学
校
で

勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
清
潔

な
ト
イ
レ
が
あ
る
た
め
、
女
生
徒
の
出
席
率
も
ア
ッ
プ
。
さ

ら
に
は
、
他
の
学
校
か
ら
転
校
し
て
く
る
生
徒
ま
で
で
て
き

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
コ
ー
キ
小
学
校
の
１
教
室
を
間

借
り
し
て
い
る
こ
と
、
一
部
の
ク
ラ
ス
で
人
数
が
５
０
名
を

超
え
て
い
る
こ
と
、
図
書
室
や
実
験
室
が
な
い
こ
と
、
と
い

っ
た
問
題
が
残
っ
て
い
る
。 

 

③
現
地
の
声 

建
設
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
、

コ
ー
キ
中
学
校
に
て
、

学
校
長
並
び
に
生
徒
か

ら
次
の
通
り
感
想
を
聞

い
た
。 

 

●
イ
ェ
ム
・
ニ
ラ
校
長 

 

４
０
歳 
男
性
（
写
真

左
） 

■
建
設
前
の
状
況 

教
室
不
足
の
た
め
、
３
つ
の
小
学
校
を
間
借
り
し
て
授

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
３
つ
の
場
所
を
毎
日
巡
回
し
て

管
理
す
る
の
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。 

 

■
新
校
舎
建
設
後
の
状
況 

一
つ
の
敷
地
内
で
全
生
徒
が
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
校
舎

と
ト
イ
レ
は
質
が
よ
く
、
清
潔
で
、
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。 

 ●
オ
ー
ン
・
ラ
ッ
チ
ャ
ナ
ー
（
写
真
中
央
）
１
４
歳
・
女

性
（
１
年
生
） 

■
建
設
前
の
状
況 

 

毎
日
遠
く
の
小
学
校
ま
で
通
う
の
が
大
変
で
、
勉
強
も

学
校
も
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

■
新
校
舎
建
設
後
の
状
況 

き
れ
い
な
学
校
に
通
え
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

■
感
想 前

よ
り
も
学
校
に
来
る
の
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
家

か
ら
も
近
く
な
っ
た
し
、
何
よ
り
も
、
ト
イ
レ
が
き
れ
い

な
の
が
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
一
生
懸
命
勉
強
し

て
、
将
来
は
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

●
パ
ウ
・
バ
ラ
ン
（
写
真
右
）
１
６
歳 

男
性
（
２
年
生
） 

■
建
設
前
の
状
況 

通
学
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
机
は
ガ
タ
ガ
タ

で
勉
強
し
辛
く
、
ト
イ
レ
は
不
衛
生
で
し
た
。 

■
新
校
舎
建
設
後
の
状
況 

学
習
環
境
が
ガ
ラ
リ
と
良
く
な
っ
て
勉
強
し
や
す
い

で
す
。
ト
イ
レ
も
清
潔
で
、
使
い
や
す
い
で
す
。 

■
感
想 

 

全
校
生
徒
が
同
じ
場
所
で
勉
強
で
き
る
か
ら
、
友
だ
ち

が
多
く
で
き
る
し
、
学
校
に
来
る
の
が
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。
先
生
は
と
て
も
教
え
方
が
上
手
な
の
で
、
勉
強
が
は

か
ど
り
ま
す
。 
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（
１
）
音
楽
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

２
０
０
７
（
平
成
１
９
）
年
度
は
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市

（
メ
タ
ピ
ア
ッ
プ
郡
、
プ
レ
イ
ヌ
ブ
郡
）
の
小
学
校
か
ら 

１
６
名
の
教
員
が
「
音
楽
教
員
育
成
の
た
め
の
２
年
間
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」
を
修
了
し
卒
業
し
た
。
ま
た
、
音
楽
授
業
の
成

果
発
表
の
場
と
し
て
「
Ｊ
Ｈ
Ｐ
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
て
お
り
、
今
年
度
は
４
回
目
と
な
っ
た
。 

本
年
度
よ
り
、
全
国
の
教
員
養
成
学
校
の
音
楽
教
員
を
育

成
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
、
計
３
３
名
が
受
講
し
た
。 

こ
れ
ら
の
普
及
の
成
果
と
し
て
、
２
０
０
８
年
３
月
末
現

在
１
０
９
校
（
小
学
校
８
７
校
・
中
高
１
４
校
・
教
員
養
成

学
校
８
校
）
で
、
当
会
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
教
員
が
、

音
楽
授
業
を
行
っ
て
い
る
。 

 

①
２
年
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
校
調
査 

 

２
０
０
７
年
度
は
、
新
た
な
音
楽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
校

と
し
て
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
（
コ
ン
ポ
ン
ト
ラ
ラ
イ
郡
・

ト
ゥ
ッ
ク
ポ
ー
郡
）
と
タ
ケ
オ
県
に
焦
点
を
当
て
て
調
査
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
の
コ
ア
校
（
地
域
の
核
と
な
る

学
校
）
を
中
心
と
し
て
、
２
４
校
よ
り
３
０
名
の
参
加
者
が

決
定
し
た
。 

 

ま
た
、
上
級
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
校
を
対
象
に
行
っ
た
追

跡
調
査
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
継
続
の
意
思
の
確
認
と
、
参

加
者
の
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
た
上

で
、
楽
器
を
配
布
し
た
。
配
布
物
は
、
１
校
あ
た
り
鍵
盤
ハ

ー
モ
ニ
カ
５
０
台
・
足
踏
み
オ
ル
ガ
ン
１
台
・
タ
ン
バ
リ
ン

１
個
・
木
琴
１
台
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
１
個
・
カ
ス
タ
ネ
ッ

ト
１
０
個
だ
っ
た
。 

 

②
音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
２
０
ペ
ー
ジ
参
照
） 

当
会
の
２
年
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
１
年
目
（
初
級
）

１
６
日
間
、
２
年
目
（
上
級
）
１
４
日
間
、
計
３
０
日
間
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度
は
、
初
級
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
は
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
（
コ
ン
ポ
ン
ト
ラ
ラ

イ
郡
・
ト
ゥ
ッ
ク
ポ
ー
郡
）
、
タ
ケ
オ
県
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ

ル
市
の
小
・
中
学
校
、
郡
教
育
局
か
ら
３
２
名
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
上
級
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
（
メ

タ
ピ
ア
ッ
プ
郡
・
プ
レ
イ
ヌ
ブ
郡
）
の
１
６
校
よ
り
１
８
名

と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市

教
員
養
成
学
校
（
Ｍ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
に
て
音
楽
指
導
員
育
成
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
、
当
会
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
修
了
し
た
者
で
、
将
来
的
に
は
音
楽
教
員
を
育
成
す

る
指
導
員
を
目
指
す
意
欲
の
あ
る
教
員
１
８
名
。 

 

講
師
は
す
べ
て
ハ
ー
ン
・
ラ
ッ
テ
ィ
ラ
ボ
氏
（
王
立
芸
術

大
学
所
属
）
が
務
め
た
。 

 

③
教
員
養
成
学
校
教
員
対
象
音
楽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

 

（
２
０
ペ
ー
ジ
参
照
） 

本
年
度
よ
り
、
全
国
の
教
員
養
成
学
校
（
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
）
の
音
楽
教
員
を
対
象
と
し
た
音
楽
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
開
始
し
、
３
３
名
の
教
員
養
成
学
校
教
員
が
参
加
し

た
。
講
師
は
ラ
ム
・
ダ
ラ
ボ
ン
氏
、
テ
ッ
プ
・
ク
ン
テ
ィ
ア

レ
ッ
ト
氏
（
王
立
芸
術
大
学
所
属
）
が
務
め
た
。 

 

④
第
４
回
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
（
２
１
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

音
楽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
参
加
者
お
よ
び
卒
業
生
が
音
楽
授

業
を
行
っ
て
い
る
学
校
を
対
象
に
、
０
４
年
度
よ
り
年
１
回

の
行
事
と
し
て
「
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
て
い
る
。

２
０
０
７
年
度
は
、
５
市
県
で
８
回
の
小
学
校
部
門
地
区
予

選
を
行
い
、
参
加
校
は
７
５
校
（
過
去
最
高
）
と
な
っ
た
。

音
楽
教
育
の
楽
し
さ
や
意
義
を
子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら
ず
、

教育支援事業 

（左上）天満敦子さんコンサート寄付金で増刷した音楽教科書。（中央上）絵画展で大

人気のお絵かきコーナー。（左下･右）音楽コンテスト演奏風景と優勝を喜ぶ子どもたち
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開
催
地
域
の
人
々
に
も
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
し
て

位
置
づ
け
た
い
。 

 

ま
た
、
決
勝
は
国
立
教
育
大
学
ホ
ー
ル
に
て
、
３
月
１
８

日
に
小
学
校
部
門
、
３
月
１
９
日
に
中
学
校
部
門
を
開
催
し

た
。
小
学
校
部
門
で
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
サ
ク
ラ
ク
バ
ル
チ
ュ

ロ
イ
小
学
校
、
中
学
校
の
部
で
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
チ
ュ
ロ
イ

チ
ョ
ン
バ
ー
中
学
校
が
優
勝
し
た
。 

 

﹇
参
加
者
感
想
﹈ 

●
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
で
き
て
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

毎
日
練
習
し
ま
し
た
。
将
来
は
音
楽
の
先
生
に
な
り
た
い

で
す
。
（
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
プ
カ
ー
チ
ュ
ク
ロ
ア
ッ
小

学
校
生
徒
） 

●
Ｊ
Ｈ
Ｐ
に
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
支
援
し
て
も
ら
え
て
嬉

し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
コ
ン
ポ
ン
ス

プ
ー
県
サ
ン
ク
ム
セ
ク
サ
ー
小
学
校
生
徒
） 

●
優
勝
で
き
て
非
常
に
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

向
け
て
、
生
徒
に
最
善
を
尽
く
さ
せ
ま
し
た
。
講
師
の
指

示
に
従
い
、
何
度
も
練
習
を
重
ね
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

（
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
サ
ク
ラ
ク
バ
ル
チ
ュ
ロ
イ
小
学
校
教

員
） 

●
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
年

も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
ス

ラ
ガ
エ
小
学
校
教
員
） 

 

⑤
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
２
１
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
コ
ラ
ッ
プ
Ⅰ
小
学
校
と
ワ
ッ
ト
プ
ノ
ン
中

学
校
の
２
校
で
、
毎
週
木
曜
日
３
時
間
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
の
練
習
を
行
っ
た
。
１
１
月
か
ら
は
、
新
た
に
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
サ
ク
ラ
ク
バ
ル
チ
ュ
ロ
イ
小
学
校
で
も
毎
週
木
曜
日

２
時
間
の
練
習
を
開
始
し
た
。
コ
ラ
ッ
プ
Ⅰ
小
学
校
は
鼓
笛

隊
と
し
て
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
打
楽
器
を
中
心
に
練
習
を

行
い
、
ワ
ッ
ト
プ
ノ
ン
中
学
校
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
を
目

指
し
練
習
し
て
い
る
。
両
校
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
会

式
や
音
楽
祭
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
て
活
躍
し
て
い
る
。 

特
筆
事
項
と
し
て
、
１
０
月
２
５
日
か
ら
１
１
月
１
日
ま

で
、
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
た
第
２
２
回
国
民
文
化
祭
、 

 

Ｊ
Ｈ
Ｐ
１
５
周
年
祝
賀
会
に
て
演
奏
を
披
露
す
る
機
会
を

得
て
、
「
ワ
ッ
ト
プ
ノ
ン
サ
ク
ラ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
」
中

学
・
高
校
生
２
６
名
、
引
率
５
名
、
計
３
１
名
が
日
本
へ
招

聘
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
期
間
に
地
元
中
学
校
と
の
交
流
事
業

も
行
っ
た
。 

 

⑥
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
指
導 

７
月
２
３
日
か
ら
２
７
日
、
９
月
２
５
日
か
ら
２
８
日
の

２
回
、
日
本
か
ら
尾
田
一
夫
氏
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣
し
、

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
２
回
と
も

ワ
ッ
ト
プ
ノ
ン
中
学
校
の
日
本
招
聘
イ
ベ
ン
ト
で
の
演

奏
・
マ
ー
チ
ン
グ
を
中
心
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

（
２
）
美
術
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

①
追
跡
調
査
・
画
材
配
布 

２
０
０
７
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
昨
年
度
ま
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
校
５
８
校
と
新
規
参
加
希
望
校
２
校
、

実
施
県
の
教
員
養
成
学
校
６
校
を
ま
わ
り
、
授
業
実
施
と
画

材
利
用
状
況
を
確
認
し
た
。
実
施
校
に
は
、
日
本
で
集
め
ら

れ
た
支
援
物
資
の
中
か
ら
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
、
パ
レ
ッ

ト
、
筆
、
カ
レ
ン
ダ
ー
（
裏
面
利
用
）
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し

て
配
布
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
訪
問
時
に
は
教
員
対
象
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
希
望
を
調
査
し
た
。 

尚
、
２
０
０
８
年
３
月
現
在
、
２
０
０
８
年
度
よ
り
新
規

参
加
２
校
を
加
え
、
６
７
校
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
い
る
。 

 

②
教
員
対
象
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
２
２
ペ
ー
ジ
参
照
） 

今
年
度
は
８
月
２
０
日
か
ら
２
４
日
ま
で
の
５
日
間
、
プ

ノ
ン
ペ
ン
市
教
員
養
成
学
校
に
て
実
施
し
た
。
参
加
者
は 

３
２
名
。
講
師
は
パ
ウ
・
ラ
ス
メ
イ
氏
（
王
立
芸
術
大
学
卒
）

が
務
め
た
。 

今
年
度
は
、
追
跡
調
査
時
に
希
望
の
多
か
っ
た
水
彩
画
と

デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
を
中
心
に
進
め
、
３
日
目
に
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
８
月
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
似
顔
絵
を
描
き
あ
う
交
流
会
を

行
っ
た
。
ま
た
、
す
で
に
絵
画
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
も
ら
い
、
他
の
教
員
に

参
考
に
し
て
も
ら
っ
た
。 

 

③
小
学
校
教
員
養
成
学
校
（
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
学
生
対
象
美
術
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

２
０
０
７
年
４
月
と
７
月
〜
８
月
に
か
け
て
、
２
市
４
県

の
教
員
養
成
学
校
で
学
生
対
象
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
。
昨
年
度
ま
で
は
希
望
者
４
０
名
に
限
定
し
て
い
た
が
、

希
望
が
あ
る
Ｔ
Ｔ
Ｃ
で
は
１
学
年
す
べ
て
の
学
生
を
対
象

に
行
っ
た
。
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
や
教
材
づ
く
り
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
デ
ザ
イ
ン
画
等
の
指
導
を
行
い
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
で
十
分

な
絵
画
教
育
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
状
に
対
し
て
、
本

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
受
講
生
が
教
員
に
な
っ
て
か
ら

役
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
内
容
を
提
供
で
き
た
。 

 

④
第
６
回
絵
画
展
（
２
２
ペ
ー
ジ
参
照
） 

地
方
を
巡
回
す
る
絵
画
展
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
６
回
目
の
開
催
。
開
催
地
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
、
シ
ア
ヌ

ー
ク
ビ
ル
市
、
タ
ケ
オ
県
、
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
、
カ
ン
ダ

ー
ル
県
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
の
２
市
４
県
。 
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教
育
関
係
者
、
地
域
住
民
に
美
術
教
育
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
、
そ
の
普
及
に
つ
な
げ
、
絵
画
展
を
通
し
て
美

術
教
育
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
教
育
へ
の
参
加

意
欲
を
高
め
る
こ
と
、
想
像
力
、
創
造
力
を
伸
ば
す
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
絵
画
展
は
、
毎
年
の
恒
例
行

事
と
し
て
各
県
の
教
育
局
や
教
員
養
成
学
校
と
協
力
し
な

が
ら
行
っ
て
お
り
、
各
地
で
好
評
を
得
て
い
る
。 

尚
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
優
秀
作
品
を 

掲
載
し
た
画
集
を
７
０
０
部
作
成
し
、
参
加
校
に
配
布
し
た
。 

 ﹇
来
場
者
感
想
﹈ 

●
こ
の
絵
画
展
に
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
子
ど
も
の
想

像
力
や
感
覚
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
画
展

を
見
た
生
徒
た
ち
は
、
日
本
の
生
徒
の
作
品
と
も
比
べ
て
、

刺
激
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
タ
ケ
オ

県
ア
ン
メ
ト
レ
イ
小
学
校
校
長
） 

●
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
こ
の
絵
画
展
を
観
に
来
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
毎
年
観
に
来
た
い
で
す
。
（
シ

ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
チ
ア
シ
ム
小
学
校
生
徒
） 

●
他
の
地
域
の
同
級
生
の
作
品
や
日
本
の
生
徒
の
作
品
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
、
非
常
に
よ
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
。
（
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
教
員
養
成
学
校
１
年
生
） 

●
Ｊ
Ｈ
Ｐ
の
絵
画
展
に
生
徒
を
連
れ
て
く
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
展
示
作
品
は
と
て
も
意
義
深

く
、
社
会
や
環
境
、
伝
統
文
化
や
生
徒
の
好
み
を
よ
く
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
会
場
も
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
生
徒
を
連
れ
て
来
た
い
で
す
。
こ
の
絵
画

展
を
企
画
し
て
く
れ
た
Ｊ
Ｈ
Ｐ
に
感
謝
し
ま
す
。
（
カ
ン

ダ
ー
ル
県
プ
レ
ッ
ク
タ
パ
ウ
小
学
校
教
員
） 

●
素
晴
ら
し
い
作
品
を
仕
上
げ
た
人
た
ち
を
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
展
は
私
達
の
生
活
上
で
多
く
の
気

付
き
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｈ
Ｐ
に
は
毎
年
こ

の
絵
画
展
を
継
続
し
、
子
ど
も
の
想
像
力
の
成
長
を
助
け
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
発
展
に
寄
与
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
ソ
ッ
カ
パ
リ
ー
高
校
３
年
生
） 

 

⑤
ク
ラ
ス
タ
ー
（
学
校
群
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
内
絵
画
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ 

本
年
度
よ
り
、
タ
ケ
オ
県
ト
ラ
ム
コ
ッ
ク
郡
の
２
ク
ラ
ス

タ
ー
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
内
で
開
催
さ
れ
る
情
報
共
有
の
た
め

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
内
で
行
わ
れ
る
絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
企
画
・
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
１
１
月
か
ら
０
８
年
３

月
ま
で
の
間
、
１
ヶ
月
に
各
ク
ラ
ス
タ
ー
１
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

⑥
日
本
の
絵
画
展
へ
の
出
展 

美
術
事
業
の
成
果
披
露
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市

ダ
ム
コ
ー
小
学
校
よ
り
２
６
点
の
作
品
を
浜
田
こ
ど
も
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
応
募
し
、
そ
の
う
ち
６
点
が
会
場
に
展

示
さ
れ
た
。 

 
 

（
３
）
衛
生
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

今
年
度
も
建
設
後
の
ト
イ
レ
、
井
戸
の
利
用
状
況
を
確
認

し
、
随
時
指
導
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
学
校
の
清
掃
や
校
内

美
化
に
つ
い
て
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。 

 

①
衛
生
教
育
普
及
の
た
め
の
教
本
配
布 

１
９
９
９
年
度
に
作
成
し
た
当
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
衛
生

教
本
を
増
刷
し
、
新
校
舎
完
成
時
の
贈
呈
品
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
合
計
１
５
３
０
冊
配
布
し
た
。
こ
の
絵
本
は
小
学
校
低

学
年
が
日
常
の
衛
生
感
覚
を
養
う
目
的
で
作
ら
れ
た
絵
本

で
好
評
を
得
て
い
る
。 

 

②
水
質
検
査 

２
０
０
７
年
度
は
７
基
の
井
戸
に
つ
い
て
、
砒
素
の
検
査

を
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
砒
素
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
シ

ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
の
一
基
に
お
い
て
、
大
腸
菌
郡
検
査
試
験
紙

に
反
応
が
あ
り
、
井
戸
水
を
直
接
飲
ま
な
い
よ
う
に
指
導
し

た
。 

 

（
４
）
援
助
物
資
募
集
及
び
海
外
輸
送 

①
物
資
募
集 

 

東
京
事
務
所
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
海
外
向
け
の
支
援
物

資
の
募
集
を
行
い
、
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
仕
分
け
作
業
、

楽
器
清
掃
、
梱
包
作
業
を
行
っ
た
。 

年
間
の
荷
受
件
数
は
１
８
９
件
。
主
な
物
資
と
し
て
、
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
１
１
９
０
台
、
リ
コ
ー
ダ
ー
は
６
７
５
本

が
集
ま
っ
た
。 

 

②
海
上
輸
送
（
日
本
↓
カ
ン
ボ
ジ
ア
） 

 

２
０
０
８
年
２
月
に
、
４
０
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
１
本
分

の
支
援
物
資
（
楽
器
、
文
具
、
衣
類
等
）
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

輸
送
し
た
。
尚
、
輸
送
費
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
６
年
度
に

呼
び
か
け
た
輸
送
費
募
金
の
残
金
及
び
自
己
資
金
に
よ
り

賄
っ
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
の
物
資
輸
送
は
共
同
印
刷
㈱
、

共
同
物
流
㈱
の
協
力
い
た
だ
い
た
。 

 

③
主
な
持
込
物
資
（
日
本
↓
カ
ン
ボ
ジ
ア
） 

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
８
月
隊
、
３
月
隊
派
遣
時
に
、
楽
器
、
文
具

等
の
支
援
物
資
を
持
ち
込
み
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
用

し
た
。
３
月
活
動
時
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
働
い
て
い
る
青

年
海
外
協
力
隊
員
が
利
用
す
る
楽
器
輸
送
に
協
力
し
た
。 
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物 資 配付数 物 資 配付数 
鍵盤ハーモニカ 2,085 台手帳 8 冊 
カスタネット 416 個色鉛筆 270 セット 
鈴 24 個絵筆 30 本 
タンバリン 39 個手作りノート 1,200 冊 
足踏みオルガン 16 台カレンダー 2,400 冊 
木琴 34 台絵の具 42 セット 
ソプラノリコーダー 1,075 本パレット 30 個 
ハーモニカ 940 本クレヨン 648 セット 
アルトリコーダー 112 本スケッチブック 90 冊 
大太鼓 5 個ボール 126 個 
小太鼓 30 個かばん類 375 個 
エレクトーン 3 台壁掛け時計 128 台 
トライアングル 16 個世界地図 126 枚 
ギター 4 台ゴミ箱 128 個 
ベルリラ 6 台衣類・タオル類 815 枚 
クラリネット 1 個歯ブラシ 360 本 
アルトサックス 1 個ボールペン 29,963 本 
マーチングキーボード 1台ノート 45,501 冊 
シンバル 2 個鉛筆削り 28 個 
トランペット 3 個譜面台 10 台 
マイク用アンプ １台CD ラジカセ １台 
スピーカー １台マイク 2 台 
レターファイル 60 冊マイクスタンド 2 台 

 

④
支
援
物
資
の
配
布
状
況 

 
今
年
度
、
学
校
建
設
及
び
教
育
支
援
事
業
で
配
布
し
た
物

資
は
次
表
の
通
り
。 

⑤
協
働
事
業
の
実
施 

 

当
会
は
、
江
東
区
と
海
外
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
協
会
と
の
協

働
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
（
机
・
椅
子
、
楽
器
類
等
）
の
募
集
、

整
備
、
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。
主
に
江
東
区
内
の
学
校
が
破

棄
す
る
机
・
椅
子
を
集
め
、
数
年
に
一
回
コ
ン
テ
ナ
輸
送
を

し
て
い
る
。
２
０
０
７
年
度
は
６
月
に
コ
ン
テ
ナ
輸
送
を
行

い
、
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
友
好
桜
学
園

に
机
・
椅
子
を
寄
贈
し
た
。 

 

ま
た
、
静
岡
の
新
富
士
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
事
業
と
し

て
、
日
本
の
中
古
自
転
車
寄
贈
の
話
が
あ
り
、
当
会
が
全
面

的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
。
寄
贈
先
は
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
内

の
学
校
で
合
計
２
３
０
台
と
な
っ
た
。 

 

（
５
）
研
修
生
招
聘 

２
０
０
７
年
度
は
、
当
会
が
「
熊
本
県
海
外
技
術
研
修
員

制
度
」
に
推
薦
し
た
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
市
チ
ア
シ
ム
小
学
校

教
員
の
サ
イ
・
ガ
エ
ッ
ト
氏
（
３
０
歳
・
男
性
）
が
招
聘
さ

れ
、
２
０
０
７
年
８
月
か
ら
２
０
０
８
年
２
月
ま
で
の
７
ヶ

月
間
、
熊
本
県
芦
北
町
で
研
修
を
受
け
た
。 

２
０
０
８
年
度
分
と
し
て
、
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
ア
ン
ロ

ン
ト
ン
小
学
校
教
員
の
キ
ン
・
ラ
ー
氏
（
３
０
歳
・
男
性
）

の
推
薦
書
及
び
申
請
書
を
熊
本
県
国
際
課
に
提
出
し
た
。 

 

（
６
）
幸
せ
の
子
ど
も
の
家
（
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）
運
営
サ

ポ
ー
ト 

①
Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
運
営
状
況 

 

２
０
０
２
年
１
１
月
よ
り
子
ど
も
が
入
り
始
め
た
Ｃ
Ｃ

Ｈ
で
は
２
０
０
６
年
６
月
に
２
棟
目
（
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ⅱ
と
呼
ぶ
）

が
近
隣
に
完
成
し
、
男
子
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
職
業
訓
練
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
。 

入
所
児
童
数
は
、
ゴ
ミ
山
で
生
活
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

１
６
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
徐
々
に
人
数
を
増
や
し
、

２
０
０
８
年
３
月
末
現
在
、
６
歳
か
ら
１
８
歳
ま
で
５
１
人

に
増
え
て
い
る
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
所
長
の
メ
チ
・
ソ
カ
氏
を
は
じ
め
、
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
愛
情
に
包
ま
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
を
続
け
て
い
る
。

皆
い
い
生
徒
に
な
り
将
来
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
２
０
０
７
年
度
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
は
次
の

通
り
。 

 

●
勉
強
に
つ
い
て 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
英
語
、
日
本
語
の
指
導
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
よ
り
ク
メ
ー
ル

語
、
美
術
、
伝
統
舞
踊
等
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
補
修
の
成
果
も
あ
り
数
名
が
ク
ラ
ス
で
１

番
の
成
績
を
上
げ
て
い
る
。 

２
０
０
６
年
８
月
よ
り
、
ナ
ル
ン
（
男
子
）
が
奨
学
金
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高
校
（
Ｕ
Ｗ
Ｃ
）
に
留
学
し
て
い
る
が
、

女
子
１
名
が
２
０
０
７
年
４
月
か
ら
メ
コ
ン
・
ユ
ー
ス
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
タ
イ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
１
年
間
留
学
し
、
人

身
売
買
防
止
の
た
め
の
研
修
を
受
け
た
。
ま
た
女
子
１
名
が

プ
ノ
ン
ペ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
授
業
料

ス
ポ
ン
サ
ー
試
験
に
合
格
し
、
通
学
し
始
め
た
。
彼
女
は
将

来
英
国
の
大
学
へ
進
学
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
手
中
に
し
つ
つ

あ
る
。 

 ●
職
業
訓
練
に
つ
い
て 

・
裁
縫
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
毎
日
行
わ
れ
、
ク
ラ
フ
ト
作
り
や 

カ
バ
ン
作
り
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
完
成
品
を
訪
問
者 

に
販
売
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｈ
運
営
費
と
し
て
い
る
。 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
日
本
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ｢

か 

も
の
は
し｣

の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
１
２ 

月
１
０
日
Ｃ
Ｃ
Ｈ
敷
地
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ョ
ッ 

プ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
、
エ
ク
セ
ル
、
パ 

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
の
研
修
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。 

・｢

ベ
ル
ギ
ー
の
１
０
０
人
の
友
人｣

の
資
金
提
供
に
よ
り 

１
６
ヶ
月
間
に
わ
た
る
調
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が

実
施
さ
れ
、
３
名
が
参
加
し
て
い
る
。 

 

●
ト
ピ
ッ
ク 

・
ロ
ー
ド
シ
ョ
ウ
チ
ー
ム 

ド
ラ
ッ
グ
、
児
童
人
身
売
買
、H

IV
/A

ID
S

等
カ
ン
ボ
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ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
問
題
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
た
ち
で
制
作
し
た
寸
劇
を
、
ご
み
山
や
貧
し
い
地
域
、

他
の
孤
児
院
で
上
演
し
、
自
分
で
身
を
守
る
た
め
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

・
ユ
ー
ス
エ
ン
ジ
ェ
ル 

ラ
ヴ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り｢

ア
メ
リ
カ
の
１
０
０
人

の
友
人｣

の
資
金
援
助
を
受
け
、
貧
し
い
老
人
へ
米
等
食

料
品
を
配
布
す
る
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
１
２

人
の
老
人
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。 

 

・
若
者
の
家 

カ
ナ
ダ
の
カ
ノ
ダ
基
金
が
Ｃ
Ｃ
Ｈ
を
卒
業
し
た
若
者

が
独
立
す
る
ま
で
の
寄
宿
舎
の
建
設
を
約
束
し
て
く
れ
、

当
面
の
寄
宿
舎
を
借
り
上
げ
て
く
れ
た
。
寄
宿
舎
を
建
設

す
る
た
め
の
土
地
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ⅱ
の
隣
の
土
地
を
既

に
購
入
し
て
く
れ
て
い
る
。 

 
 

●
運
営
に
つ
い
て 

資
金
面
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
寄
付
に
加
え
、
今
年
度

も
「
連
合
愛
の
カ
ン
パ
」
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
将
来
の
進
学
に
備
え
て
過
去
の
寄

付
の
中
か
ら
基
金
を
開
設
し
た
。
Ｊ
Ｈ
Ｐ
は
２
０
０
８
年
も

年
間
約
３
０
０
万
円
の
支
援
を
継
続
す
る
方
針
で
あ
る
。 

 

②
Ｃ
Ｃ
Ｈ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成 

今
年
度
は
Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
支
援
及
び
広
報
を
目
的
と
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
を
２
０
０
０
部
作
成
し
、
東
京
事
務
所
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
事
務
所
で
９
７
４
部
（
昨
年
度
は
９
８
６
部
）
を
販
売

し
た
。
今
年
度
は
１
５
周
年
記
念
祝
賀
会
に
６
０
０
部
を
記

念
品
と
し
た
。
残
り
は
Ｃ
Ｃ
Ｈ
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
特
典
の
他
、

支
援
者
拡
大
の
為
の
広
報
等
に
活
用
し
た
。 

 

③
Ｃ
Ｃ
Ｈ
便
り
発
行 

 

Ｃ
Ｃ
Ｈ
サ
ポ
ー

タ
ー
、
支
援
者
へ

の
活
動
報
告
と
し

て
、
年
間
２
回
「
Ｃ

Ｃ
Ｈ
便
り
」（
第
８
、

９
号
）
を
発
行
、

サ
ポ
ー
タ
ー
向
け

に
子
ど
も
達
の
成

長
を
記
す
「
Ｃ
Ｃ

Ｈ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

集
」
を
作
成
し
た
。

印
刷
は
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
端
数
倶
楽

部
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。 

 

④
Ｃ
Ｃ
Ｈ
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
実
績 

 

 

当
会
が
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販
売
を
通
じ
て
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
る
。
２

０
０
７
年
度
は
１
２
枚
（
昨
年
度
は
６
８
枚
）
を
販
売
し
た
。 

 

⑤
Ｃ
Ｃ
Ｈ
来
日
（
１
０
月
２
９
日
〜
１
１
月
１
日
） 

 

６
名
（
ソ
カ
所
長
、
サ
ン
ボ
ー
、
シ
ナ
ッ
、
セ
レ
イ
ー
、

ソ
ポ
ー
ン
、
ナ
ロ
ア
ッ
ト
）
が
来
日
し
た
。
１
０
月
３
０
日

に
は
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で

ソ
カ
所
長
に
よ
る
活
動
報
告
会
を
実
施
、
そ
の
後
支
援
者
と

の
夕
食
会
を
開
催
。
Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
広
報
や
支
援
者
増
加
を
目
指

し
た
。
ま
た
１
０
月
３
１
日
に
は
日
頃
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｈ
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
感
謝
を
込
め
て
交
流
会

を
実
施
。
東
京
タ
ワ
ー
見
学
や
昼
食
会
を
行
っ
た
。
同
日
、

１
５
周
年
記
念
祝
賀
会
で
ク
メ
ー
ル
舞
踊
を
披
露
し
た
。
そ

の
他
に
も
日
本
人
学
生
と
の
交
流
や
、
東
京
観
光
、
テ
レ
ビ

局
の
取
材
対
応
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
充
実
し
た

来
日
と
な
っ
た
。 

 

尚
、
６
名
の
成
田

〜
バ
ン
コ
ク
間
の

往
復
航
空
機
に
つ

い
て
は
、
ノ
ー
ス
ウ

エ
ス
ト
航
空
の
エ

ア
ケ
ア
ー
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
マ
イ
ル
支

援
で
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
た
。 
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ボランティア派遣者数の実績 
年 度 カンボジア ユーゴ アフリカ その他 

 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 

1993 30 1 - - - - - - 
94 71 3 25 4 - - - - 
95 37 2 34 4 - - - - 
96 65 3 5 1 3 1 - - 
97 62 4 6 2 1 1 - - 
98 53 3 10 3 2 1 - - 
99 50 2 7 1 2 1 - - 

2000 50 2 4 1 2 1 4 1 
01 62 2 2 1 - - 1 1 
02 59 2 - - 2 1 - - 
03 61 2 4 1 2 1 － －
04 55 2 - - 2 1 85 4 
05 70 2 - - 3 1 3 1 
06 51 2 - - 2 1 2 1 
07 36 2 - - 2 1 2 1 
合計 812 34 97 18 23 11 97 9 

 

カンボジア隊応募数 
派 遣 年 月 応募数 

8 月 46（25）2005 
年度 3 月 43（32）
小 計 89（57）

8 月 50（36）2006 
年度 3 月※ 14（8） 
小 計 64（44）

8 月 44（33）2007 
年度 3 月※ 13（8） 
小 計 57（41）
合 計 

（2005 年度より）
210（142）

（  ）は女性応募者数 
※は国際ボランティア・カレッジ

のカンボジア研修参加者数 

 
 

当
会
の
理
念
で
も
あ
る
「
日
本
の
若
い
世
代
へ
の
地
球
市

民
教
育
」
の
実
践
と
し
て
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
た
。
今
年
度
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
２
回
、

ア
フ
リ
カ
（
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
）
に
１
回
派
遣
し
た
。 

 

（
１
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣 

  

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
８
月
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
活
動
隊
、
３

月
に
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
研
修

と
し
て
派
遣

し
た
。 

８
月
派
遣

で
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
活
動

隊
初
と
な
る

バ
ッ
タ
ン
ボ

ン
県
へ
の
遠

征
を
行
っ
た
。 

 

①
８
月
隊
派
遣
（
２
０
０
７
年
７
月
３
０
日
〜
８
月
２
８
日
） 

引
率
者
を
含
め
、
派
遣
者
２
９
名
。
遊
具
建
設
地
は
バ
ッ

タ
ン
ボ
ン
県
の
プ
ー
ン
ペ
ン
小
学
校
、
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県

の
サ
ン
サ
ム
ヴ
ィ
ッ
チ
ー
ア
小
学
校
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県

の
コ
ン
タ
ー
ナ
ン
小
学
校
で
ブ
ラ
ン
コ
建
設
を
行
っ
た
（
上

段
写
真
右
）
。
そ
の
他
、
音
楽
、
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

視
察
や
Ｃ
Ｃ
Ｈ
（
幸
せ
の
子
ど
も
の
家
）
で
の
交
流
会
、
他

Ｎ
Ｇ
Ｏ
見
学
と
し
て
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｃ
の
地
雷
除
去
現
場
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
ト
ラ
ス
ト
（
義
手
義
足
支
援
）
な
ど
を
訪
問
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
カ
ン
ボ
ジ
ア
研
修
（
２

０
０
８
年
２
月
２
４
日
〜
３
月
２
２
日
） 

派
遣
者
１
９
名
（
う
ち
１
３
名
が
カ
レ
ッ
ジ
生
）
。
遊
具

建
設
校
は
コ
ン
ポ
ン
チ
ュ
ナ
ン
県
ト
ゥ
ナ
ー
ル
ト
ゥ
ー
ト

ン
小
学
校
お
よ
び
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
県
カ
ム
ラ
イ
ン
小
学
校
。

詳
細
は
次
項
参
照
。 

 （
２
）
小
山
内
美
江
子
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ 

 

﹇
概
況
﹈ 

２
０
０
６
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
小
山
内
美
江
子 

国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
、
カ
レ
ッ
ジ
）
を
引
き
続

き
２
０
０
７
年
度
も
開
講
し
た
。
２
０
０
７
年
度
（
第
二
期
）

は
９
月
１
５
日
に
開
講
し
た
。
受
講
生
は
２
４
名
を
受
け
入

れ
た
が
仕
事
や
学
業
の
都
合
に
よ
り
受
講
を
辞
退
し
た
者

が
５
名
い
た
た
め
、
最
終
的
に
は
１
９
名
と
な
っ
た
。 

 

カ
レ
ッ
ジ
は
座
学
（
講
義
）
と
実
学
（
現
地
研
修
）
と
い

う
構
成
で
実
施
し
た
。 

ボランティア派遣事業

（左）毛布を受けとったアフリカのモザンビークの子どもたち。（右）小学校の

校庭にブランコを建設するカンボジア８月隊のメンバー。 
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座
学
（
講
義
）
は
、
２
０
０
７
年
９
月
１
８
日
か
ら
２
０

０
８
年
２
月
２
０
日
ま
で
の
期
間
の
火
曜
日
・
水
曜
日
の 

１
９
時
〜
２
０
時
３
０
分
、
土
曜
日
の
１
７
時
３
０
分
〜 

１
９
時
。
１
９
時
１
５
分
〜
２
０
時
４
５
分
（
２
コ
マ
）
に
、

８
３
コ
マ
実
施
し
た
。
受
講
生
の
出
席
率
は
６
５
．
９
％
（
１

コ
マ
あ
た
り
約
１
２
．
７
人
）
、
聴
講
生
は
の
べ
３
７
７
人

（
１
コ
マ
あ
た
り
約
４
．
５
人
）
と
な
っ
た
。 

 

講
師
は
元
大
使
や
大
学
教
授
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
実
務
者
、
文
化
人

が
務
め
、
自
身
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
講
義
し
た
。 

 

座
学
部
門
は
体
系
的
・
専
門
的
に
講
義
が
行
わ
れ
、
一
期

に
引
き
続
き
二
期
目
も
質
・
量
と
も
に
他
に
類
の
な
い
も
の

と
な
っ
た
。 

 

実
学
（
現
地
研
修
）
は
日
程
を
Ａ
日
程
（
２
０
０
８
年
２

月
２
４
日
〜
３
月
２
２
日
）
と
Ｂ
日
程
（
２
０
０
８
年
３
月

９
日
〜
３
月
２
２
日
）
と
に
分
け
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
て
実
施

し
た
。
現
地
研
修
で
は
、
炎
天
下
で
の
ブ
ラ
ン
コ
建
設
を
体

験
し
た
ほ
か
、
学
校
贈
呈
式
や
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
Ｊ
Ｈ

Ｐ
・
学
校
を
つ
く
る
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
独
自

に
ラ
ジ
オ
体
操
や
合
唱
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
現
地
見
学
の

一
環
と
し
て
孤
児
院
や
日
本
大
使
館
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
他
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
事
務
所
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
、
上
智
大
学
人
材
養
成

セ
ン
タ
ー
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
水

上
生
活
を
見
学
し
、
実
際
の
体
験
を
通
し
て
講
義
で
得
ら
れ

た
知
識
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

カ
レ
ッ
ジ
は
２
０
０
８
年
３
月
２
９
日
に
修
了
式
を
迎

え
、
要
件
を
満
た
し
た
１
０
名
が
修
了
し
た
。
修
了
者
の
感

想
と
し
て
は
「
自
分
ひ
と
り
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
「
視
野
が
拡
が
っ

た
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
刺
激
を
い
た
だ
い
た
。
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
刺
激
を
糧
に
社
会
に
役
立
つ
仕
事
を
し

た
い
」
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
と
交
流
で
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
異
な
る
国
の
人
間
と
で
も
同
じ
人
間
と
し
て
と
も
に
歩

ん
で
い
け
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
」
「
講
義
を
受
け
て
か
ら

現
地
に
行
っ
た
こ
と
で
学
習
し
た
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
現
地
の
様
々
な
面
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
」
等
が
挙
が
っ
た
。 

カ
レ
ッ
ジ
の
運
営
事
務
は
主
に
事
務
長
と
職
員
の
２
名

が
担
当
し
た
。
運
営
の
状
況
や
方
針
は
塾
長
・
副
塾
長
・
各

部
門
長
・
担
当
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
教
務
会
議
に
て
、

月
に
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
検
討
・
決
定
し
た
。
教
務
会
議

の
内
容
や
決
定
は
理
事
会
に
報
告
し
情
報
の
共
有
を
図
っ

た
。 

 

﹇
次
年
度
に
向
け
て
﹈ 

座
学
に
関
し
て
、
部
門
を
３
つ
に
分
け
る
こ
と
で
国
際
協

力
や
国
際
理
解
と
い
う
幅
広
い
テ
ー
マ
を
体
系
的
に
講
義

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
座
学
が
全
て
終
了
し
た
あ
と
に
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
部
門
同
士
で
重
複
し
て
い
た
テ
ー
マ
も
あ

っ
た
。
ま
た
各
部
門
の
中
身
に
関
し
て
も
内
容
が
重
複
す
る

こ
と
や
同
テ
ー
マ
の
講
義
の
実
施
間
隔
が
開
き
す
ぎ
て
い

た
も
の
も
あ
っ
た
。
第
三
期
で
は
各
部
門
で
何
を
提
供
す
る

の
か
と
い
う
テ
ー
マ
を
明
確
に
し
、
各
部
門
の
内
容
に
つ
い

て
も
よ
り
一
層
の
体
系
化
と
講
義
予
定
の
効
果
的
な
構
成

を
図
る
こ
と
で
、
部
門
ご
と
の
カ
ラ
ー
を
確
立
さ
せ
受
講
生

の
理
解
を
深
め
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。 

実
学
に
つ
い
て
は
、
第
二
期
は
内
容
を
盛
り
込
み
す
ぎ
て

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
気
味
と
な
っ
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く
の

現
地
研
修
の
内
容
が
参
加
者
の
中
で
消
化
不
良
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
現
地
研
修
の
目
的
を
再
検
討
し
、

内
容
を
絞
り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
カ

レ
ッ
ジ
は
座
学
と
実
学
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
し
て
さ
ら
に
関
連
づ
け
た
も
の
に

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
。
座
学

と
実
学
の
両
方
を
通
し
て
受
講
生
に
何
を
得
て
も
ら
い
た

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
、
こ
れ
に
沿
っ
た
形
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

運
営
基
盤
に
関
し
て
、
収
入
源
は
受
講
生
か
ら
の
受
講
料

聴
講
生
か
ら
の
聴
講
料
、
会
員
・
支
援
者
か
ら
の
寄
付
、
助

成
団
体
か
ら
の
助
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第

二
期
は
受
講
料
・
聴
講
料
・
寄
付
の
合
計
金
額
が
当
初
想
定

し
て
い
た
金
額
を
下
回
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
受
講
料
に
関
し

て
は
受
講
生
の
定
員
３
０
名
に
対
し
第
二
期
は
最
終
的
に

１
９
名
に
留
ま
っ
た
こ
と
、
聴
講
料
に
関
し
て
は
聴
講
生
の

延
べ
人
数
が
３
７
７
人
（
第
一
期
よ
り
も
７
７
人
減
）
だ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。
特
に
聴
講
生
の
延
べ
人
数

の
減
少
は
、
広
報
活
動
の
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
と
会
場
が

複
数
の
場
所
と
な
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
端
と
考
え
ら
れ

る
。
寄
付
に
関
し
て
も
、
カ
レ
ッ
ジ
の
内
容
や
意
義
の
周
知

が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
運
営
基
盤
の
強
化
に

は
、
会
員
・
支
援
者
の
方
々
に
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
・
ご
支
援
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
広
報
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。 

 （
３
）
ア
フ
リ
カ
派
遣
（
１
２
ペ
ー
ジ
写
真
左
） 

当
会
は
「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運
動
」
推
進
委
員

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
毛
布
収
集
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
毛
布
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ア
フ
リ

カ
へ
派
遣
し
て
い
る
。 

２
０
０
７
年
度
の

毛
布
配
布
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
２
０
０
８
年

２
月
７
日
よ
り
１
６

日
ま
で
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
へ
派
遣
、
配
布
活
動

を
行
っ
た
。
当
会
か
ら

は
２
名
（
中
島
慧
、
川

幡
玲
子
）
が
参
加
し
た
。

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を

お
く
る
運
動
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
２
４
ペ

ー
ジ
の
加
入
団
体
と

の
提
携
の
項
を
参
照
。 
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啓蒙（広報啓発）事業 当
会
の
活
動
を
広
め
る
た
め
に
年
間
を
通
じ
て
イ
ベ
ン

ト
、
報
告
会
、
講
演
会
の
実
施
、
全
国
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
、
支
援
者
の
受
け
入
れ
や
活
動
案
内
の
業
務
を
積
極
的
に

行
っ
た
。 

 

（
１
）
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト 

今
年
度
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
「
Ｊ
Ｈ

Ｐ
・
学
校
を
つ
く
る
会
」
設
立
か
ら
１
５
年
目
に
突
入
し
た

こ
と
を
記
念
し
祝
賀
会
を
開
催
。
両
者
を
併
せ
て
３
５
９
万

８
９
７
０
円
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
。 

 

①
天
満
敦
子
さ
ん
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

第
３
回
目
を
迎
え
た
「
天
満
敦
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
は
、
Ｊ
Ｈ
Ｐ
東
京
事
務
所
移
転
等
の
都
合
か
ら
例
年

よ
り
も
遅
い
日
程
で
９
月
８
日
開
催
と
な
っ
た
。
会
場
は
前

年
に
続
き
晴
海
「
第
一
生
命
ホ
ー
ル
」
。
申
込
者
数
は 

 
 

５
４
６
名
。
寬
仁
親
王
殿
下
が
今
回
も
御
忙
し
い
ご
公
務
の

と
こ
ろ
御
臨
席
く
だ
さ
り
、
秋
山
ち
え
子
さ
ん
、
女
優
の 

岩
下
志
麻
さ
ん
、
池
内
淳
子
さ
ん
も
聴
衆
と
し
て
楽
し
み
協

力
く
だ
さ
っ
た
。
活
動
紹
介
、
誘
導
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
民
芸
品

や
小
山
内
代
表
著
書
、
天
満
さ
ん
Ｃ
Ｄ
販
売
、
楽
屋
周
り
担

当
な
ど
、
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
２
１
名

（
社
会
人
×
１
０
名
、
学
生
×
１
１
名
）
。
天
満
さ
ん
や
皆

さ
ん
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
へ
寄
せ
ら
れ
た
ご

浄
財
に
よ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
初
の
生
徒
用
音
楽
教
科
書
を

作
成
し
た
２
０
０
６
年
度
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
そ
の
教
科

書
を
使
用
し
た
生
徒
や
先
生
の
声
を
活
か
し
、
早
速
、
今
年

度
は
「
音
楽
教
科
書
（
改
訂
版
）
」
を
作
成
で
き
た
。 

本
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
ま
だ

ま
だ
不
足
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
支
援
に
充
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

②
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会 

十
五
周
年
記
念
事
業 

１
０
月
３
１
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
プ
ロ
ビ
デ
ン

ス
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
「
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・
学
校
を
つ
く
る
会
１
５

周
年
記
念
祝
賀
会
」
を
開
催
。
Ｊ
Ｈ
Ｐ
が
２
０
０
７
年
９
月

で
１
５
年
目
に
突
入
し
た
記
念
に
加
え
、
１
９
９
３
年
、
１

棟
目
の
「
ダ
ン
カ
オ
小
学
校
」
か
ら
継
続
し
て
き
た
「
学
校

建
設
」
が
、
２
０
０
棟
目
を
迎
え
る
こ
と
、
小
山
内
代
表
が

２
０
０
６
年
５
月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
よ
り
「
モ
ニ
サ
ラ
ポ

ン
勲
章
大
綬
章
」
を
受
章
、
さ
ら
に
小
山
内
代
表
喜
寿
の
お

祝
い
を
合
わ
せ
て
記
念
し
開
催
。
本
祝
賀
会
開
催
の
５
日
前

に
は
、
Ｊ
Ｈ
Ｐ
が
支
援
す
る
音
楽
教
育
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ワ
ッ
ト
プ
ノ
ン
サ
ク
ラ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
」
が
第
２
２
回
国
民
文
化
祭
と
く
し
ま
の
国
際
交
流
事
業

招
へ
い
団
体
と
し
て
中
高
校
生
２
６
名
、
引
率
者
５
名
が
来

日
し
た
。
各
種
交
流
事
業
で
の
任
務
を
終
え
た
３
０
日
に
上

京
。
２
９
日
に
来
日
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｈ
（
幸
せ
の
子
ど
も
の
家
）

の
子
ど
も
た
ち
５
人
に
よ
る
ク
メ
ー
ル
舞
踊
と
Ｍ
Ｂ
に
よ

る
演
奏
は
、
Ｊ
Ｈ
Ｐ
の
活
動
を
理
解
し
支
援
く
だ
さ
る
方
々

へ
教
育
支
援
事
業
の
成
果
を
実
感
い
た
だ
く
た
め
に
企
画

し
た
。
乾
杯
の
ご
発
声
を
寬
仁
親
王
殿
下
が
御
引
受
く
だ
さ

り
、
発
起
人
代
表
の
秋
山
ち
え
子
さ
ん
、
筑
紫
哲
也
さ
ん
、

そ
し
て
駐
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使
、
相
馬
雪
香
さ
ん
か
ら
お
祝

い
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
Ｔ
Ｂ
Ｓ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
石
井
ふ
く
子
さ
ん
、
司
会

者
と
し
て
俳
優
の
岡
本
信
人
さ
ん
、
熊
谷
真
実
さ
ん
、
Ｊ
Ｈ

Ｐ
応
援
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
藤
田
朋
子
さ
ん
と 

 

桑
山
哲
也
さ
ん
ご
夫
妻
、
岸
田
敏
志
さ
ん
の
協
力
を
得
た
。

小
山
内
代
表
か
ら
お
礼
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
急
き
ょ
、 

Ｊ
Ｈ
Ｐ
カ
ン
ボ
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
隊
有
志
と
Ｃ
Ｃ

Ｈ
５
名
に
よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
」
舞
踊
が
披
露
さ
れ
勢
い
を
も

っ
て
幕
を
閉
じ
た
。
総
来
場
者
数
は
５
８
１
名
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
３
１
名
が
尽
力
く
だ
さ
っ
た
。 

 

（
２
）
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー 

 

 

２
０
０
７
年
度
は
、
１
２
月
２
０
〜
２
６
日
に
実
施
し
、

２
１
名
が
参
加
し
た
。
Ｊ
Ｈ
Ｐ
の
学
校
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

見
学
、
ス
ラ
ム
、
ゴ
ミ
山
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
見
学
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
事

務
所
馬
所
長
レ
ク
チ
ャ
ー
、
Ｃ
Ｃ
Ｈ
や
地
元
小
学
生
と
の
交

流
会
、
観
光
な
ど
を
行
っ
た
。 

 

（
３
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

 

プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
は
、
１
年
間
に
４
３
回
、
３
６
５
名

の
訪
問
者
を
受
け
入
れ
、
事
業
見
学
や
贈
呈
式
参
加
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
な
ど
を
希
望
す
る
個
人
、
団
体
、
企
業
に
対

し
て
決
め
細
や
か
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
た
。
（
昨
年

度
よ
り
１
０
６
名
増
加
） 

代々木公園で行われたＮＰＯまつりのステージで活動を紹介。
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そ
の
結
果
、
学
校
建
設
や
Ｃ
Ｃ
Ｈ
な
ど
へ
の
各
種
寄
付
や

新
規
会
員
の
獲
得
に
結
び
つ
い
た
。 

 

（
４
）
機
関
紙
発
行
（
Ｊ
Ｈ
Ｐ
ニ
ュ
ー
ス
） 

本
年
度
は
５
月
（
３
９

号
）
・
８
月
（
４
０
号
）
・ 

 

１
２
月
（
４
１
号
）
の
計
３

回
発
行
し
た
。
発
行
目
標
回

数
４
回
に
は
達
し
な
か
っ

た
。
尚
、
印
刷
用
紙
は
再
生

紙
を
使
用
し
、
今
年
度
も
企

業
広
告
枠
を
設
け
て
印
刷

費
の
削
減
を
図
っ
た
。 

 

（
５
）
記
録
集
発
行 

 

今
年
度
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
『
学
ぶ
喜
び 

生
き
る
力
』
。

巻
頭
特
集
と
し
て
『
小
山
内
美
江
子
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

カ
レ
ッ
ジ
第
一
期
』
、
『
Ｊ
Ｈ
Ｐ
活
動
報
告
会
の
記
録
』 
 

『
あ
の
学
校
は
今･･

･

？
』
を
掲
載
。 

今
回
は
巻
頭
特
集
を
充
実
さ
せ
た
結
果
、
１
８
０
ペ
ー
ジ

と
な
っ
た
（
前
年
度
よ
り
１
８
ペ
ー
ジ
増
）
。
完
成
は
１
０

月
１
９
日
。
発
行
部
数
は
４
０
０
０
部
。
広
告
は
『
佼
成
出

版
社
』
、
『
山
田
養
蜂
場
』
『
日
本
印
刷
』
、
『
今
人
舎
』
、
『
集

英
社
』、『
大
東
文
化
大
学
』、『
東
芝
』
よ
り
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
（
敬
称
略
、
順
不
同
） 

 

（
６
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
東
京
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
両
事
務

所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
持
ち
回
り
日
記
、
「
Ｊ
Ｈ
Ｐ
日
記
」
は

週
１
〜
２
回
更
新
し
、
今
年
度
は
３
６
回
配
信
し
た
。 

 

ま
た
、
グ
ー
グ
ル
検
索
で
の
ヒ
ッ
ト
数
向
上
と
支
援
者
の

拡
大
を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
を
行
っ
た
。
（
新
サ

イ
ト
は
５
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
予
定
。） 

 

（
７
）
広
報
啓
発
活
動 

①
活
動
報
告
会 

 

今
年
度
は
４
月
１
５
日
に
、
ア
フ
リ
カ
隊
の
報
告
会
お
よ

び
２
０
０
７
年
８
月
隊
派
遣
説
明
会
を
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
（
東

京
・
広
尾
）
で
開
催
。
ま
た
、
１
０
月
１
４
日
に
は
２
０
０

７
年
８
月
隊
活
動
報
告
会
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
国
際
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
に
在
籍

す
る
学
生
が
結
成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
Ｊ
Ｈ
Ｐ

あ
さ
ひ
か
わ
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
１
２
月
２
２
日
に

札
幌
で
活
動
報
告
会
を
行
っ
た
。 

 
②
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
前
１
０
時
か
ら
と
第
３
金
曜
日

の
夕
方
１
８
時
か
ら
の
月
２
回
、
活
動
全
般
を
説
明
す
る
た

め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
併
せ
て
、
Ｊ
Ｈ
Ｐ
の

活
動
に
興
味
を
持
っ
た
方
が
来
訪
し
た
際
に
も
随
時
説
明

を
行
っ
た
。
ま
た
、
楽
器
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ

る
方
に
も
、
最
初
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
の
成
果
が
ど
の
よ
う
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

届
く
の
か
を
充
分
理
解
し
た
う
え
で
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
進
め
た
。 

 ③
広
報
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
出
展
等
（
２
３
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

 

当
会
の
活
動
紹
介
や
非
営
利
活
動
推
進
の
募
金
や
物
販

な
ど
を
年
間
４
６
回
行
っ
た
。 

 

④
講
演
活
動
（
２
３
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

当
会
代
表
小
山
内
美
江
子
、
副
代
表
今
川
純
子
、
名
誉 

顧
問
今
川
幸
雄
、
役
員
、
事
務
局
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各

種
講
演
、
出
演
、
講
義
、
活
動
報
告
等
を
行
っ
た
。
年
間
総

数
は
５
８
回
で
担
当
者
は
延
べ
１
３
０
名
だ
っ
た
。
う
ち
、

代
表
の
小
山
内
は
２
１
回
に
携
わ
っ
た
。 

 
 

⑤
そ
の
他
広
報
活
動 

 

２
０
０
７
年
５
月
に
、
当
会
活
動
を
紹
介
す
る
書
籍 

『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
赤
い
ブ
ラ
ン
コ
』
（
樹
立
社
・
古
舘
謙
二

著
・
Ｊ
Ｈ
Ｐ
写
真
協
力
）
が
発
行
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
８
月
完
成
）
や
『
Ｊ
Ｈ
Ｐ
・

学
校
を
つ
く
る
会
国
際
協
力
１
５
年
の
歩
み
』
（
１
０
月
完

成
）
な
ど
の
広
報
資
料
を
作
成
し
た
。 

 

（
８
）
募
金
箱
運
動 

 

 

使
用
済
み
の
牛
乳
パ
ッ
ク
に
募
金
箱
シ
ー
ル
を
貼
り
、
リ

ユ
ー
ス
し
な
が
ら
募
金
も
集
め
る
募
金
箱
運
動
。
２
０
０
７

年
度
は
１
１
個
を
回
収
し
、
４
万
６
９
６
８
円
の
募
金
が
集

ま
っ
た
。
２
０
０
１
年
度
の
運
動
開
始
以
来
、
累
計
は
７
２

万
７
５
６
４
円
。 

 

（
９
）
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

２
０
０
２
年
度
よ
り
活
動
の
全
国
展
開
を
目
指
し
た 

「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
事
務
局
は

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
特
定
の
要
望
を
し
て

い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
で
き
る
範
囲
の
広
報
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
特
に
基
盤
が
整
っ
て
い
る
地
域
は
、

北
海
道
、
大
阪
な
ど
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
報
告
会
や
イ

ベ
ン
ト
出
展
な
ど
を
実
施
し
た
。
今
後
は
サ
ポ
ー
タ
ー
間
の

情
報
共
有
を
図
り
た
い
。 

 

内容の充実と読みやすい紙面を目指している会報 
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会員の内訳 人数 前年比増減 
特別会員 35名 0名 継

続 個人会員 934名 －30名 
新規会員 154名 ＋4名 
合 計 1,123名 －26名 

 

 

１
．
財
源
確
保 

（
１
）
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
連 

 

当
会
は
、
２
０
０
４
年
１
月
に
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
の

資
格
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
さ
れ
た
方
に
対
し
て

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以

来
、
４
年
を
経
過
し
て
、
今
年
度
は
第
３
回
目
の
再
申
請
の

時
期
に
当
っ
た
が
、
特
に
問
題
な
く
さ
ら
に
２
年
間
の
認
定

期
間
延
長
が
認
め
ら
れ
た
。 

こ
の
４
年
間
、
寄
付
総
額
は
安
定
し
て
年
間
１
億
５
０
０

０
万
円
以
上
を
継
続
し
、
認
定
前
の
平
均
１
億
円
前
後
に
対

し
、
５
０
％
の
増
加
を
見
て
い
る
。
ま
た
、
寄
付
件
数
に
つ

い
て
も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
今
年
度
は
前
年
度
よ
り
も 

６
６
７
件
増
え
た
。
こ
れ
は
１
５
周
年
事
業
の
「
２
０
０
棟

記
念
募
金
」
の
反
響
に
よ
る
所
が
大
き
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、

当
会
の
支
援
の
裾
野
が
広
が
り
、
そ
の
規
模
が
拡
大
し
た
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
当
会
の
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
成
果
と
思
わ
れ
る
。 

特
に
最
近
で
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
一
般
の
理

解
も
少
し
ず
つ
広
ま
り
、
寄
付
を
申
し
出
る
に
当
り
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
否
か
を
確
認
す
る
個
人
、
法
人
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
遺
贈
と
言
う
形
で
の
寄
付
も

年
に
数
件
ず
つ
出
始
め
て
い
る
の
も
認
定
取
得
後
の
顕
著

な
特
徴
で
あ
る
。 

 

（
２
）
支
援
者
情
報 

①
Ｊ
Ｈ
Ｐ･

藤
原
紀
香
カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育
基
金 

２
０
０
６
年
５
月
１
５
日
に
本
基
金
が
ス
タ
ー
ト
し
２

年
を
迎
え
る
。
藤
原
紀
香
さ
ん
撮
影
に
よ
る
写
真
展
「
Ｓ
ｍ

ｉ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
！
」
を
今
年
度
は
静
岡
、
東
京
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
内
フ
ジ
フ
ィ
ル
ム
ス
ク
ェ
ア
、
大
阪
な
ど
で
開

催
。
本
基
金
に
賛
同
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご

寄
付
、
写
真
展
へ
の
募
金
、
そ
し
て
藤
原
紀
香
さ
ん
ご
自
身

か
ら
著
書
『
紀
香
魂
』
印
税
を
（
Ｊ
Ｈ
Ｐ
を
含
む
３
団
体
へ
）

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
紀
香
さ
ん
自
身
が
強
く
望
ん

で
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
学
校
建
設
を
Ｊ
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て

実
現
。
こ
の
３
月
に
は
贈
呈
式
出
席
の
た
め
訪
カ
。
Ｃ
Ｃ
Ｈ

の
子
ど
も
た
ち
と
も
触
れ
合
い
、
ゴ
ミ
山
も
視
察
。
２
０
０

８
年
３
月
末
日
現
在
、
基
金
Ｈ
Ｐ
へ
の
総
ア
ク
セ
ス
数 

（
２
０
０
６
年
５
月
〜
）
は
１
１
万
２
７
０
０
件
を
超
え
、

今
年
度
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
は
５
７
０
万
３
２
１
７
円
と

な
っ
た
。
（
藤
原
紀
香
さ
ん
か
ら
Ｊ
Ｈ
Ｐ
の
ほ
か
計
３
団
体

へ
の
著
書
印
税
寄
付
含
む
）
。 

 

（
３
）
会
員
の
状
況 

 

会
員
数
は
こ
こ
数
年
、
引
き
続
い
て
漸
減
傾
向
で
あ
る
。

今
年
の
新
入
会
員
数
は
前
年
と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
る
が
、
一
方
で
退
会
者
の
増
加
が
目
立
っ
た
。
な
か
で
も
、

当
初
か
ら
の
会
員
が
逝
去
、
若
し
く
は
高
齢
化
し
て
退
会
し

た
ケ
ー
ス
が
例
年
に
比
較
し
て
顕
著
で
あ
っ
た
。 

都
道
府
県
別
で
は
東
京
が
８
人
増
加
し
た
一
方
、
千
葉
、

神
奈
川
、
愛
知
等
の
都
市
圏
で
や
や

減
少
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
地
区
は
、

全
般
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
総
数

で
は
２
６
人
の
減
少
と
な
っ
た
。
そ

の
な
か
で
、
特
別
会
員
が
３
名
増
加

し
た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い

え
る
。 

継
続
し
て
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
く
に
は
、
会
員
へ
の
き
め
の
細
か

い
対
応
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
今
後
、
広
報
活
動
等
に
さ

ら
に
力
を
注
い
で
会
員
数
の
増
加

を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

 

（
４
）
各
種
助
成
金
申
請 

①
申
請
業
務
（
１
３
件
） 

今
年
度
は
１
３
件
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
貯
金
普
及
セ
ン
タ
ー
（
啓
発
事
業
）
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
貯
金
（
学
校
建
設
２
事
業
、
音
楽
支
援
の
計
３
事
業
）
、

一
食
平
和
基
金
（
学
校
建
設
）
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば 

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
強
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
）
の
６
件
の

配
分
が
決
定
し
た
。
不
採
用
は
３
件
、
結
果
待
ち
は
４
件
と

な
っ
て
い
る
。 

 

②
助
成
金
に
よ
る
事
業
（
１
０
件
） 

 

運 営 基 盤 拡 充 

学校建設 200 棟募金の支援で建設が進む、コンポンチャム県スクン小学

校を視察する小山内代表、佐伯理事。（2008 年 3 月） 
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会員の推移 
都道府
県名 06年度 07年度 増減 
北海道 49 51 ＋2
青森 5 4 -1 
岩手 2 2 0 
宮城 14 11 -3 
秋田 1 2 +1 
山形 3 3 0 
福島 7 6 -1 
茨城 17 13 -4 
栃木 8 5 -3 
群馬 10 11 +1 
埼玉 67 63 -4 
千葉 79 73 -6 
東京 378 386 +8 
神奈川 219 216 -3 
山梨 9 8 -1 
長野 7 6 -1 
新潟 5 3 -2 
富山 3 4 +1 
石川 8 10 +2 
福井 １ 0 -1 
岐阜 6 5 -1 
静岡 49 50 +1 
愛知 30 24 -6 
三重 6 7 +1 
滋賀 3 5 +2 
京都 18 15 -3 
大阪 29 25 -4 
兵庫 16 13 -3 
奈良 6 6 0 
和歌山 1 1 0 
鳥取 0 0 0 
島根 2 3 +1 
岡山 12 11 -1 
広島 9 10 +1 
山口 2 4 +2 
徳島 1 0 -1 
香川 2 2 0 
愛媛 4 3 -1 
高知 1 0 -1 
福岡 23 22 -1 
佐賀 1 1 0 
長崎 2 2 0 
熊本 13 14 +1 
大分 4 5 +1 
宮崎 2 3 +1 
鹿児島 13 13 0 
沖縄 2 2 0 
合計 1,149 1,123 -26

 

今
年
度
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
無
償
資
金
（
学
校
建
設
）
、
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
（
学
校
建
設
・
音
楽
支
援
の
２
事
業
）、

大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
（
学
校
建
設
）
、
国
際
交
流
基

金
、
港
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
助
成
金
（
以
上
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア･

カ
レ
ッ
ジ
）
、
連
合
「
愛
の
カ
ン
パ
」
（
Ｃ
Ｃ
Ｈ
支
援
）
、

国
際
婦
人
福
祉
協
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
）
、
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
貯
金
普
及
セ
ン
タ
ー
（
啓
発
事
業
）
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

地
球
ひ
ろ
ば
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
強
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
）
の
１
０
件
を
実
施
し
た
。 

 

（
５
）
各
種
募
金
活
動 

海
外
活
動
費
の
一
部
を
募
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
講

演
会
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
製
品
、
バ
ザ
ー
品
、
書
籍
等
の
販
売
や

募
金
活
動
を
行
っ
た
。 

 ①
２
０
０
棟
募
金 

十
五
周
年
記
念
事
業 

２
０
０
７
年
４
月
よ
り
、
１
人
１
万
円
で
６
０
０
人
分
の

募
金
を
集
め
る
活
動
を
開
始
し
、
年
度
内
に
目
標
額
を
達
成

し
た
。
支
援
先
校
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
よ
り
７
５
キ
ロ
、
１
時
間

半
の
位
置
に
あ
る
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
の
ス
ク
ン
小
学
校

に
決
定
し
、
１
月
１
５
日
よ
り
校
舎
１
棟
５
教
室
と
ト
イ
レ

１
棟
４
室
の
建
設
を
開
始
、
５
月
３
０
日
の
完
成
を
予
定
。

（
１
６
ペ
ー
ジ
上
段
写
真
）
贈
呈
式
は
８
月
２
７
日
を
予
定

し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
記
念
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
計
画
中
。 

 

（
６
）
各
種
収
集
に
よ
る
財
源
確
保 

 

①
書
き
損
じ
葉
書
・
切
手 

書
き
損
じ
葉
書
を
集
め
て
通
信
費
を
削
減
す
る
運
動
を

継
続
。
２
０
０
７
年
度
は
９
万
３
０
５
２
円
分
の
通
信
費
の

削
減
に
繋
が
っ
た
。
（
運
動
開
始
か
ら
の
累
計
は
１
８
０
万

１
５
６
９
円
） 

 ②
マ
イ
レ
ー
ジ 

当
会
は
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
の
社
会
貢
献
（
エ
ア
ケ

ア
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
寄
付
先
に
選
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
総
マ
イ
ル
獲
得
数
は
１
５
３
万
３
０
５

８
マ
イ
ル
（
前
年
度
よ
り
３
５
万
９
０
５
８
マ
イ
ル
増
加
）

で
、
残
マ
イ
ル
数
は
５
２
万
０
５
５
８
マ
イ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
１
５
周
年
記
念

祝
賀
会
時
に
、
幸
せ
の
子
ど
も
の

家
（
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）
の
子
ど
も
を
招
聘

し
た
際
に
マ
イ
ル
を
使
用
す
る

な
ど
、
国
内
外
の
活
動
時
に
役
立

っ
て
い
る
。 

 

③
古
本
（B

ook_Sm
ile

企
画
） 

２
０
０
６
年
１
０
月
よ
り
、
古

書
店
う
さ
ぎ
書
林
と
協
力
し
、
古

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
募
金
を
ス
タ

ー
ト
。
当
会
会
員
、
協
力
者
に
広

く
古
本
の
収
集
を
呼
び
か
け
、
う
さ
ぎ
書
林
が
買
い
取
る
仕

組
み
。
そ
の
買
取
金
は
Ｊ
Ｈ
Ｐ
に
寄
付
さ
れ
る
。
２
０
０
８

年
３
月
末
で
終
了
し
、
現
在
買
い
取
り
額
を
計
上
中
。
協
力

者
に
成
果
を
伝
え
る
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
機
関
紙

等
で
も
報
告
す
る
。 

 （
７
）
寄
付
サ
イ
ト 

当
会
は
、
①
環
境
ア
リ
ー
ナ
研
究
機
構
、
②
国
際
協
力 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
③
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ
ル
㈱
、 

 

④
ヤ
フ
ー
㈱
が
運
営
す
る
寄
付
サ
イ
ト
に
参
入
し
、
そ
れ
ぞ

れ
寄
付
を
受
け
て
い
る
。 

２
０
０
７
年
度
は
、
①
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
リ
ー
ナ
寄
付
サ
イ

ト
」
よ
り
６
６
万
５
２
５
９
円
、
②
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト

募
金
」
よ
り
５
５
４
６
円
、
③
の
「
イ
ー
コ
コ
ロ
！
」
よ
り

２
５
万
６
８
７
９
円
、
④
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
募
金
」
よ

り
１
６
万
３
０
６
２
円
の
寄
付
収
入
が
あ
っ
た
。 
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理事会・総会の開催について 
会 議 名 
開 催 日 

主な審議事項 

第５９回理事会 

2007 年 4 月 24 日 

1.2006 年度事業報告及び収支決算 

2.2007 年度事業計画及び収支予算 

3.2007 年度総会の開催及び報告事項 

4.2007 年カンボジア 8月隊派遣 

5.国際ボランティア・カレッジ第二期事業計画

6.理事の選任 

7.職員の採用 

8.当会より派遣するＪＥＮ理事の代表理事就任

第６０回理事会 
2007 年 5 月 23 日 

1.個人情報保護法に関する規則の制定  

会 員 総 会 

2007 年 5 月 26 日 

1.2006 年度事業報告及び収支決算 

2.2007 年度事業計画及び収支予算 

3.その他 

第６１回理事会 

2007 年 6 月 28 日 

1.2007 年カンボジア 8月隊の派遣者変更 

2.15 周年記念祝賀会へのＣＣＨの子ども達招聘

3.職員の採用 

4.職員の退職に伴う餞別金の支給 

5.事務所移転に伴う住所変更 

6.2007 年度中期学校建設事業 

第６２回理事会 

2007 年 7 月 24 日 

1.監事のカンボジア出張 

2.『第 22 回国民文化祭 TOKUSHIMA2007』への役

員及び事務局派遣 

3.職員の採用 

第６３回理事会 
2007 年 9 月 4 日 

1.マーチングバンド指導者派遣 

2.支援物資用倉庫借り入れの件 

第６４回理事会 

2007 年 10 月 23 日

1.理事に対する国際ボランティア･カレッジ講

師謝礼金の支払い 

2.事業活動総合保険の加入 

3.2007 年度学校建設事業 

第６５回理事会 

2007 年 11 月 27 日

1.国際ボランティア・カレッジのカンボジア研

修計画 

2.カンボジア絵画展の企画修正 

3.ジャパンプラットフォームへの入会 

第６６回理事会 
2007 年 12 月 27 日

1.CCH の子どもの日本での研修 

2.2007 年度後期学校建設 

第６７回理事会 
2008 年 1 月 29 日 

1.プノンペン事務所就業規則の改定 

第６８回理事会 

2008 年 2 月 20 日 

1.2008 年度事業計画及び予算案 

2.2008 年度前期学校建設事業 

3.プノンペン事務所就業規則の改定 

4.プノンペン事務所ローカルスタッフの採用 

第６９回理事会 

2008 年 3 月 31 日 

1.理事の就任 

2.監事の就任 

3.代表理事及び副代表理事の互選 

4.2008 年度前期学校建設の追加 

5.200 棟スタディツアーの開催 

 

２
．
協
力
団
体
と
の
提
携 

（
１
）
み
な
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス 

Ｊ
Ｈ
Ｐ
は
、
２
０
０
１
年
８
月
よ
り
六
本
木
の
廃
校
（
旧

三
河
台
中
学
校
）
に
移
転
し
、
２
０
０
７
年
６
月
末
ま
で
事

務
所
と
し
た
。
当
会
入
居
の
１
年
後
か
ら
他
団
体
も
入
居
し

｢

み
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス｣

と
な
り
、
共
同
の
イ
ベ
ン
ト
や
協
議

会
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
き
た
。｢

み
な
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ

ス｣

は
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
と

し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
区
が
行
っ
た
耐
震
調
査
の
結
果
、

震
度
７
程
度
の
地
震
が
起
る
と
一
部
崩
壊
の
危
険
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

入
居
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
移
転
先
で
活
動
を
継
続
し
て

お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
事
業

等
で
連
携
が
続
い
て
い
る
。 

 

（
２
）
そ
の
他
協
力
団
体 

①
加
入
団
体
と
の
連
携
（
２
４
ペ
ー
ジ
参
照
） 

今
年
度
は
９
団
体
に
加
入
し
、
活
動
展
開
の
為
の
様
々
な 

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
詳
細
は
２
４
ペ
ー
ジ
の
表
に

示
し
た
通
り
。 

 

②
災
害
時
の
緊
急
募
金 

今
年
度
は
バ
ン
グ
ラ
デ
ュ
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
に
対
し 

て
募
金
活
動
を
行
い
、
同
国
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ

プ
ラ
ニ
ー
ル
に
対
し
て
２
万
２
７
６
０
円
を
寄
付
し
た
。 

そ
の
他
、
理
事
会
や
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
当
会
の

災
害
救
援
活
動
の
方
針
や
資
金
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
っ
た
。
詳
し
く
は
２
０
０
８
年
度
事
業
計

画
を
参
照
。 

 

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」 

 

国
連
平
和
大
使
に
任
命
さ
れ
た
世
界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
五
嶋
み
ど
り
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
。
同
会
は
、
西
洋
音
楽
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

途
上
国
の
人
々
に
対
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
、
五
嶋
み
ど
り
さ
ん
等
が
１
２
月
２
０
日

か
ら
２
７
日
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
、
各
地
で
弦
楽

四
重
奏
の
演
奏
を
披
露
し
た
。 

当
会
は
、
こ
の
事
業
に
対
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
実
施
校

の
調
査
、
日
程
調
整
な
ど
全
面
的
に
協
力
し
た
。
ま
た
、

同
時
期
に
開
催
し
た
当
会
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
参
加
者
に

対
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
て
演
奏
を
聞
く
機
会
を
提

供
し
た
。 

 ３
．
各
種
会
議 

（
１
）
会
員
総
会 

 

２
０
０
７
年
５
月
２
６
日
（
土
）
に
、
高
輪
区
民
セ
ン
タ

ー
集
会
室
に
て
会
員
総
会
を
実
施
し
た
。 

 

（
２
）
理
事
会 

 

今
年
度
は
８
月
を
除
い
て
毎
月
理
事
会
を
開
催
し
、
種
々

案
件
を
検
討
し
た
。
開
催
期
日
と
審
議
事
項
は
表
の
通
り
。 

尚
、
主
な
重
要
決
定
事
項
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
関
す

る
規
則
の
制
定
（
第
６
０
回
）
、
事
務
所
移
転
に
伴
う
住
所

変
更
（
第
６
１
回
）
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
就
業
規
則
の
改

定
（
第
６
７
・
６
８
回
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
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役職名 氏名 

代 表 理 事 笹平（小山

内）美江子 

副代表理事 二谷英明 

副代表理事 今川純子 

理 事 二木日出丸 

理 事 佐伯蘭子 

理 事 山岡修一 

理 事 佐谷隆一 

理 事 高橋久 

理 事 松本伸夫 

理 事 立石義明 

理 事 脇田知子 

理 事 吉岡健治 

理 事 岩本宗孝 

監 事 青野達司 

監 事 中本順夫 

 

（
３
）
運
営
協
議
会 

 
理
事
と
事
務
局
の
情
報
共
有
や
運
営
に
関
す
る
討
議
の

場
と
し
て
、
運
営
協
議
会
を
毎
週
火
曜
日
に
実
施
し
た
。
開

催
回
数
は
３
０
回
だ
っ
た
。 

 

（
４
）
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

 

ス
タ
ッ
フ
や
定
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
共
有
の
場
と

し
て
、
定
例
的
に
金
曜
の
午
前
中
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

た
。 

 
 

（
５
）
マ
ン
ス
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
月
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
第

１
土
曜
日
に
実
施
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
が
中
心
に

な
っ
て
、
事
務
局
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
情
報
を
共
有
す
る
機

会
を
創
出
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
広
報
活
動
、
合
宿
な

ど
を
企
画
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
専
門
分
野
、

旅
行
な
ど
の
経
験
を
参
加
者
に
報
告
し
て
も
ら
う
「
プ
チ
報

告
会
」
を
併
せ
て
開
催
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣
の
隊
次
を
越

え
た
交
流
の
場
と
な
っ
た
。 

 

４
．
事
業
評
価 

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
勉
強
会 
 

２
０
０
８
年
度
の
評
価
実
施
に
向
け
て
、
２
０
０
７
年
１

月
よ
り
３
月
ま
で
、
理
事
と
職
員
に
よ
る
勉
強
会
を
実
施
し

た
。
実
施
に
際
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
の
助
成
金
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
強
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
）
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ユ
ス
仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
よ
り
２
名
の
専
門
家
を
招
く
こ
と
が
で
き
た
。 

勉
強
会
の
目
標
と
し
て
、
①
評
価
に
関
す
る
専
門
的
知
識

を
学
ぶ
、
②
評
価
対
象
を
検
討
し
評
価
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ

せ
る
、
の
２
つ
を
掲
げ
、
当
会
の
学
校
建
設
と
教
育
支
援
事

業
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

２
０
０
８
年
度
は
秋
の
評
価
実
施
に
向
け
て
、
東
京
事
務

所
及
び
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
で
勉
強
会
を
継
続
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。 

 

５
．
事
務
所
移
転 

（
１
）
新
事
務
所
移
転 

 

み
な
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス
の
閉
鎖
に
伴
い
、
２
０
０
７
年

７
月
１
日
よ
り
、
東
京
事
務
所
を
港
区
浜
松
町
の
宮
下
ビ

ル
４
階
に
移
転
し
た
。
ま
た
、
支
援
物
資
の
保
管
倉
庫
を

確
保
す
る
た
め
に
各
所
に
働
き
か
け
た
結
果
、
最
終
的
に

大
田
区
西
馬
込
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 

６
．
体
制 

 

（
１
）
役
員
の
体
制 

 
当
会
の
現
役
員
は
一
覧
表
の
通
り
。
（
２
０
０
８
年
３
月

３
１
日
現
在
） 

 

（
２
）
事
務
局
の
体
制 

①
東
京
事
務
所 

理
事
（
常
勤
）
４
名
、
有
給
職
員
（
常
勤
）
８
名
（
１
名

は
９
月
採
用
、
１
名
は
９
月
末
に
退
職
、
１
名
は
３
月
に
プ

ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
に
異
動
）
、
定
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名
の

計
１
５
名
が
運
営
に
携
わ
っ
た
。 

 

②
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所 

日
本
人
有
給
ス
タ
ッ
フ
６
名
（
１
名
は
５
月
退
職
、
１
名 

は
７
月
採
用
、
１
名
は
３
月
に
東
京
事
務
所
か
ら
異
動
）
、

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
８
名
の
合
計
１
４
名
が
運
営
に
携
わ

っ
た
。 

 

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

２
０
０
７
年
度
は
、
年
間
で
延
べ
１
１
５
５
名
が
国
内
で 

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
た
。
前
年
度
の
実
績
は 

９
８
２
名
で
あ
っ
た
た
め
、
約
２
０
％
の
増
加
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
活
動
時
の
事
故
や
怪
我
に
対
し
て
会
が
補
償
を
す

る
為
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
７
１
名
加
入
し
た
。 
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現職教員対象音楽トレーニング（初級） 

期  間

ワークショップ（計 10 日間）： 

2007 年 9 月 3 日～9月 7日、9月 10 日～17 日 

フォローアップ（計 6日間）： 

①2007 年 11 月 13 日～14 日 

②2008 年 1 月 9日～10 日 

③2008 年 3 月 25 日～26 日 

時 間 午前 8時～11 時、午後 2時～5時 

場  所 プノンペン市教員養成学校音楽室 

講 師 ハーン・ラッティラボ氏（王立芸術大学） 

参加者

コンポンチュナン県コンポントラライ郡、トゥックポ

ー郡、タケオ県トラムコック郡他、シアヌークビル市

小中学校教員、郡教育局スタッフ（計 32 名） 

目 的

・音楽教育の理解を深める。 

・音楽の基礎理論・基礎技術の習得。 

・学校での音楽指導に向けて、授業スケジュールの立

て方・指導法を学ぶ。 

学 習

内 容

クメール語の曲、外国語の曲、基礎理論、歌、鍵盤ハ

ーモニカ、ソプラノリコーダー、指導法等 

配布教

材・楽器

3 年間用テキスト・カセット、外国語の歌テキスト、

生徒用教科書（クメール語の歌）・カセット各 1冊、鍵

盤ハーモニカ 1台、ソプラノリコーダー1本 

成 果

①10 日間のワークショップで習った内容から生徒に

指導していくように促し、10 月の新学期から各学校で

音楽授業を行うことができた。 

②郡教育局が非常に協力的で、各学校への連絡や調査

等を行ってくれ、JHP の負担が軽減された。 

課 題
外国語の曲の理解度がクメール語の曲に及ばず、理解

を助ける教材の作成が必要である。    
現職教員対象音楽トレーニング（上級） 

期  間

ワークショップ（計 10 日間）： 

2007 年 8 月６日～10 日、13 日～17 日 

フォローアップ： 

①2007 年 11 月 5 日～6日 

②2007 年 11 月 6 日～7日 

③2007 年 12 月 5 日～6日 

時 間 午前 8時～11 時、午後 2時～5時 

場  所
ワークショップ：プノンペン市教員養成学校音楽室 

フォローアップ：シアヌークビル市教員養成学校音楽室 

講 師 ハーン・ラッティラボ氏（王立芸術大学） 

参加者
シアヌークビル市メタピアップ郡・プレイヌブ郡より

18 名 

目 的

・参加者の音楽知識・技術のフォローアップ。 

・初めての音楽コンテストに向けての指導。 

・音楽授業を行う中で出てくる問題・疑問を解決させ、

授業内容を充実させる。 

学 習

内 容

クメール語の曲、外国語の曲、基礎理論、歌、鍵盤ハ

ーモニカ、ソプラノリコーダー、指導法等 

成 果
トレーニング全日程を終了し、ほとんどの学校で継続

して音楽授業が行われている。 

課 題

①8 月のワークショップの際、病気やリタイア等欠席

者が目立ち、今後の音楽教育の継続に不安が残る。 

②音楽コンテストでの発表が練習不足を感じさせる内

容で、コンテストの主旨の理解が不足していた。 

 

教員養成学校教員対象音楽トレーニング 
期  間 2008 年 1 月 14 日～18 日、21 日～25 日 計 10 日間 

時 間 午前 8時～11 時、午後 2時～5時 

場  所 プノンペン市教員養成学校 音楽室 

講 師 
ラム・ダラボン氏 

テップ・クンティアレット氏（王立芸術大学） 

参加者 

幼稚園教員養成学校 1 名、小学校教員養成学校 24

名、中学校教員養成学校 7 名、教育省教員養成局 1

名 計 33 名 

目 的 
各教員養成学校で音楽授業を行うことができるよう

に、音楽教員を育成する。 

学 習 

内 容 

クメール語の 6曲、外国語の曲、基礎理論、歌、鍵

盤ハーモニカ、ソプラノリコーダー、指導法等 

配 布 

教 材 

3 年間用テキスト・カセット、外国語の歌テキスト、

生徒用教科書（クメール語の歌）・カセット各 1冊、

鍵盤ハーモニカ 1 台、ソプラノリコーダー1 本、ア

ルトリコーダー1本 

成 果 

①以前音楽の知識の無かった教員も、カンボジア伝

統音楽しか知らなかった教員も、音楽の基礎知識を

身につけ、各学校で音楽授業を行う意欲が生まれた。

②教員養成学校の教員同士のネットワークが形成さ

れ、情報を共有したり助け合ったりする関係ができ

た。 

課 題 

①トレーニング実施前に各学校の校長に会う機会が

なかったため、今後教育省と JHP の考えを校長と共

有する機会を持つ必要がある。 

②各学校で音楽授業が行われているかどうか、調査

を行っていく必要がある。 

 
音楽授業実施校の推移 

市・県名 2007 年 3 月 2008 年 3 月 

プノンペン市 8 校 9 校 

シアヌークビル市 14 校 17 校 

カンダール県 5 校 5 校 

タケオ県 9 校 12 校 

コンポンスプー県 31 校 32 校 

コッコン県 2 校 2 校 

コンポンチャム県 13 校 13 校 

コンポンチュナン県 3 校 17 校 

バッタンバン県 1 校 1 校 

プレイベン県 1 校 1 校 

合 計 87 校 109 校 
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音楽コンテスト 

概要 

音楽トレーニング参加者および卒業生が音楽授業を行っ

ている学校を対象に、2005 年度より年 1回「音楽コンテ

スト」を開催している。本年度は 5 市県で地区予選を行

い、10 市県より 88 校が参加。各地区予選の優勝校計 8

小学校と中学校全 12 校がプノンペン市での決勝に進出

した。 

開催 
都市 

プノンペン市、コンポンスプー県、タケオ県、シアヌー

クビル市、コンポンチャム県 

 小 中 小養*1 中養*2

プノンペン市 5 3 0 2 

カンダール県 2 0 1 1 

コンポンスプー県 26 1 0 3 

タケオ県 4 1 1 3 

シアヌークビル市 15 1 0 0 

コンポンチャム県 12 1 0 0 

コンポンチュナン県 1 0 0 2 

コッコン県 1 0 0 0 

プレイベン県 0 0 0 1 

バッタンバン県 0 0 0 1 

計 66 7 2 13 

参加

校数 

*1：小養：小学校教員養成学校 *2：中養：中学校教員養成学校 

地域 開催日 参加人数 優勝校 

コンポンチャム県 08/1/30 553 
チュレイタソー小

学校 

コンポンスプー県 

（1日目） 
08/2/13 386 

アンロントン小学

校 

コンポンスプー県 

（2日目） 
08/2/14 373 バーサット小学校

コンポンスプー県 

（3日目） 
08/2/15 379   

タケオ県 08/2/22 252 
プラサトスラケオ

小学校 

プノンペン市 08/2/29 414 
サクラクバルチュ

ロイ小学校 

（カンダール・コンポ

ンチュナン・コッコン）
    クデタコイ小学校

シアヌークビル市 

（1日目） 
08/3/4 491 チアシム小学校 

シアヌークビル市 

（2日目） 
08/3/5 185 サクラ学園 

参加
校数 

参加人数合計  3033  

部門 開催日 参加校 優勝校 

小学校部門 08/3/18 8 校 
サクラクバルチュ

ロイ小学校 
決勝
大会 

中学校部門 08/3/19 12 校 
チュロイチョンバ

ー中学校 

課題 
演奏 

①二部合唱（課題曲 小学校「平和のハト」、中学校「ク

メールの国」） 

②楽器演奏（外国の曲テキストより） 

③自由演奏（曲目・楽器等各学校で演奏形態を決定） 

成果 

①JHP の方針に合致した課題を設定し、プロジェクトの

効果を高めることができた。 

②各地域の教育局や教員養成学校と協力して、準備を進

めることができた。 

課題 

①参加校の交通費や食費を削減し、より地域に根付いた

イベントにするためにも、郡レベルでの開催を検討する。

②学校や郡・県教育局・教員養成学校との協力関係を強

め、円滑な運営に努める。 

 

マーチングバンドプログラム 
期  間 2007 年 4 月より 2008 年 3 月まで（毎週木曜日） 

時 間 

●コラップⅠ小学校・ワットプノン中学校 

奇数月 14：00～17：00、偶数月 8：00～11：00 

●サクラクバルチュロイ小学校 

奇数月 8：00～10：00、偶数月 14：00～16：00 

場  所 
コラップⅠ小学校、ワットプノン中学校、 

サクラクバルチュロイ小学校（2007 年 11 月より）

対象者 

コラップⅠ小学校児童    約 35 名 

ワットプノン中学生徒    約 70 名  

サクラクバルチュロイ小学校 約 40 名  

合計 約 145 名 

内  容 

鍵盤ハーモニカ、小・中・大太鼓、シンバル、ト

ランペット、クラリネット、ベルリラ、キーボー

ド等の楽器演奏、マーチング等の練習 

年 間 

授業回数 

コラップⅠ小学校 ：50 回 

ワットプノン中学校：85 回 

サクラクバルチュロイ小学校：20 回 

専門家 

指 導 

尾田一夫氏による指導（2回実施） 

2007 年 7 月 23 日～27 日，9月 25 日～28 日 

4 月 5 日 ワットプノン中学校音楽棟贈呈式 

4 月 7 日 プノンペン市スポーツ大会閉会式 

5 月 7 日 プノンペン市スポーツ大会 

5 月 28 日 プノンペン市スポーツ大会 

5 月 31 日 国際子どもデー・プレイベント（コラップ

Ⅰ小学校・ワットプノン中学校） 

6 月 1 日 「国際子どもデー」イベント（コラップⅠ

小学校・ワットプノン中学校） 

6 月 12 日 児童労働撲滅イベント（コラップⅠ小学

校・ワットプノン中学校） 

6 月 15 日 デング熱対策イベント（コラップⅠ小学

校） 

6 月 22 日・

26 日 

カンボジア・ベトナム友好イベント（コラ

ップⅠ小学校） 

6 月 22 日 プノンペン市スポーツ大会開会式 

7 月 4 日 デング熱対策イベント（コラップⅠ小学

校、ワットプノン中学校） 

7 月 5 日 プノンペン市スポーツ大会閉会式 

8 月 15 日 2007 年 8 月隊見学・交流会 

9 月 26 日 Cambodia Public Bank セレモニー 

10 月 1 日 始業式 

10 月 25 日

～11月 1日 

日本招聘（ワットプノン中学校 26 名・引

率者 5名） 

10 月 28 日 
アンサンブルフェスティバル（徳島県阿南

市・コスモホール） 

10 月 29 日 由岐中学校交流会（徳島県海部郡美波町）

10 月 31 日 JHP15 周年祝賀会（東京プリンスホテル）

12 月 8 日 バレーボール大会 

12 月 14 日 サッカー大会 

12 月 25 日 
コラップⅠ音楽棟贈呈式（コラップⅠ小学

校・ワットプノン中学校） 

12 月 25 日 ミュージックシェアリングコンサート 

1 月 31 日 サッカー大会閉会式 

2 月 29 日 ストゥンチュルー中学校贈呈式 

3 月 18 日 JHP 音楽コンテスト決勝 

演 奏 
実 績 

3 月 21 日 トゥナールトゥートン小学校贈呈式 
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教員対象美術ワークショップ 

期 間 2007 年 8 月 20 日（月）～24 日（金） 

場 所 プノンペン市教員養成学校（MTTC） 

講 師 パウ・ラスメイ氏（JHP 契約講師） 

対象者 

2 特別都市・7県より 33 名 

プノンペン市、カンダール県、コンポンスプー県、

タケオ県、シアヌークビル市、コンポンチャム県、

コンポンチュナン県 

目 的 

①これまでの参加校から希望する教員（過去の参加

経験は問わず）を対象とし、各校での絵画授業をよ

り充実したものにできるようにする。 
②絵画授業をはじめとする情操教育の重要性を知

らしめる。 
③地域で中心となって教え広める事が出来る、また

は意欲のある教員に対してサポートを行う。 
④本トレーニング修了教員が、各々のクラスター、

あるいは地域で他校の教員に教える事ができるよ

うになり、教員自身が中心となって絵画教育活動を

実践していく事が期待される。 

1日目 
オリエンテーション、絵画教育の意義、絵画授

業に関するプレゼンテーションとディスカッ

ション、質疑応答、クラフト作成 
2日目 デッサンの基礎 
3日目 デッサンの基礎、2007年 8月隊との交流会 
4日目 彩色の基礎 

講 義 

内 容 

5日目 屋外での写生、閉会式 

成 果 

①6 校 33 名の絵画教員を育成することができ、今
後各学校でより多くの生徒が絵画教育に触れるこ

とが可能になった。 
②多くの教員（32人中 27人）が各クラスター内で
の絵画教育普及に関心を示した。 

改善点 

①5日間で学習できる内容に限界がある。来年度以

降、限定したトピックをより深く学習するワークシ

ョップにする等、検討する必要がある。 

②本年度ワークショップに参加を希望した教員が

30 名を超え、選出されなかった教員への連絡ミス

があり、2名定員を超えて受け入れざるを得なかっ

た。また、ワークショップ参加教員の中に、本年度

で契約終了した教員も含まれていたことが分かり、

参加者の選出方法を改善する必要性を感じた。 

③中学校教員不足のため、小学校教員を 3ヶ月間ト

レーニングして、中学校へ異動させるケースが増え

ており、音楽・絵画プロジェクト共にその影響を受

けている。各校 2名以上の教員をトレーニングし、

いずれかの教員が中学校へ異動することになって

も絵画教育を継続できる体制にする必要がある。 

④クラスター内での普及活動を行う講師を育成す

るためにも、本トレーニングよりも発展的な内容を

含み、各地域で絵画教育普及トレーニングの講師を

育成するためのトレーニングを開催する必要があ

る。 
 

第 6回絵画展 開催概要 

参加校 教員養成学校 6校・小学校 59 校・CCH（孤児院）・

日本の学校 

作品募集 
テーマ 

●教員養成学校 『社会のルール』  
●小学校    『私たちのくらし、環境』 

地 域 校 数 作品数 

プノンペン市 10 校 382 作品

カンダール県 9 校 355 作品

コンポンスプー県 13 校 488 作品

タケオ県 9 校 337 作品

シアヌークビル市 13 校 472 作品

コンポンチャム県 11 校 404 作品

幸せの子どもの家（CCH） 1 校 18 作品 

日本 12 校  201 作品

作品提出校

と回収数 

合計 78 校 2,657作品

シアヌークビル市 07/11/30～12/06 

プノンペン市 07/12/12～12/18 

タケオ県 07/12/28～08/1/4 

カンダール県 08/1/9～1/15 

コンポンチャム県 08/1/23～1/29 

コンポンスプー県 08/2/14～2/20 

展示場所と

期間  

表 彰 式 ・ 受 賞 者 対 象 

スタディツアー 

2008/3/18 

来場者合計 15,814 名 

成 果 

①各市県の教育局ができるだけ多くの小中学校

の生徒を絵画展視察に招待し、また音楽コンテス

ト会場で作品を展示したりした結果、できるだけ

多くの見学者を得ることができた。 

②ほとんどの TTC で生徒が絵画展の運営の補助

を行ってくれた。 

③多くの参加者から好意的な反応を得ることが

できた。 

今後の課題 

①各市県の絵画展会場は、本プロジェクト参加校

から徒歩圏内の学校しか原則的に招待されてい

ないため、遠隔地の学校にも絵画展視察ができる

よう、対策を検討する。 
②賞や審査方法、表彰式の運営方法を改善する必

要がある。 
③絵画展見学者は「お絵かきコーナー」で楽しく

絵画を体験できるようになっているが、静かに絵

を鑑賞する重要性も知らしめていきたい。 
 

美術授業実施校の推移 

市・県名 2007 年 3 月 2008 年 3 月 

プノンペン市 11 校 12 校 

シアヌークビル市 11 校 13 校 

カンダール県 8 校 9 校 

タケオ県 8 校 9 校 

コンポンスプー県 12 校 13 校 

コンポンチャム県 10 校 10 校 

コンポンチュナン県 0 校 1 校 

合 計 60 校 67 校 
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月日 講演名、場所等 
4/15 JHP 活動報告会（東京） 
5/15 △仙台市立台野原中学校 
5/17 △舞鶴市立若浦中学校 
5/17 △山形市立十中学校 
5/19 熱海国際協力アート展トークショー（静岡） 
5/22 県立三島北高校同窓会（静岡） 
5/22 △京都市立大原野中学校 
5/23 △岐阜市立東長良中学校 
5/24 △岐阜市立厚見中学校 
5/25 ㈱リコー社会貢献クラブ講演会（東京） 
5/29 平和のための戦争展 
6/2 ネパール NGO ネットワーク総会（東京） 
6/6 京都ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ例会（京都） 
6/7 △熊取町立熊取中学校 
7/3 △藤沢市立高倉中学校 
7/26 鹿児島県小中学校養護教諭教育研究会講演（鹿児島）

9/1 富士ゼロックス端数倶楽部ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ説明会（東京） 

9/3 全国商工団体連合会講演会（静岡） 
9/18 ヤヨイ食品講演（東京） 
9/24 協力隊 3万人突破記念シンポジウム（東京） 
9/29 中部大学第一高等学校（愛知） 
10/4 藤沢市立羽鳥中学校（神奈川） 

10/8 
二宮市教育委員会生涯学習センター主催文化講演
会（神奈川） 

10/11 藤沢市立羽鳥中学校（神奈川） 
10/14 JHP 活動報告会（東京） 
10/20 東京未来大学『未来祭』（東京） 
10/26 甲府市立東高等学校講演（山梨） 
10/29 美波町立由岐中学校交流事業（徳島） 
10/30 CCH（幸せの子どもの家）お話会（東京） 
11/1 スマイルエフエム出演（埼玉） 

 

月日 講演名、場所等 

11/3 稲城市立長峰小学校（東京） 
11/5 △熱海国際交流協会 NPO 訪問 
11/8 群馬社会福祉大学講演会（群馬） 
11/12 コープとうきょう講演会（東京） 
11/12 △東京都立広尾高校 
11/14 △佐野市立葛生中学校 
11/17 茨城キリスト教大学創立 40 周年講演会（茨城）
11/21 武蔵野工業大学付属中学・高校（東京） 
12/2 京都アーティストサミット（京都） 
12/3 大東文化大学外国語学部講義（埼玉） 
12/13 神奈川県立鶴嶺高校（神奈川） 
12/17 美濃加茂市立太田小学校（岐阜） 
12/22 JHP 活動報告会（北海道） 
1/3 ラジオ深夜便出演（東京） 
1/10 田園調布学園大学（東京） 
1/15 風越建設講演（神奈川） 
1/21 船橋翼ライオンズクラブ例会（千葉） 
1/24 スマイルエフエム出演（埼玉） 
2/2 神奈川九条の会講演（神奈川） 
2/2 ワンワールドフェスティバル 2008（大阪） 
2/7 鉾田市立鉾田南中学校（茨城） 
2/8 NTT 東日本労働組合ｶﾝﾎﾞｼﾞｱﾂｱｰ事前勉強会（東京）
2/15 港区立六本木中学校（東京） 

2/24 
国士舘大学ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ『アジアの教育現場と国際協
力』（東京） 

3/1 京都ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ15周年記念式典（京都）
3/3 イオンファンタジー政策発表会（千葉） 
3/7 茅ヶ崎市立東海岸小学校（神奈川） 
3/11 国際建設技術協会 NGO 報告会（東京） 

※△は JHP事務局を訪問した学校を示します。 

主な講演活動の実績 

月日 内容 （場所） 

4/15 JHP 活動報告会（東京） 
4/28 第 78 回メーデー中央大会（東京） 
5/13 つくばフェスティバル 2007（茨城） 
5/17～21 国際協力アート展（静岡） 
5/20 杉並ピースフェスティバル 2007（東京） 
5/22 経済同友会イベント（東京） 
5/22 県立三島北高校同窓会（静岡） 
5/25 ㈱リコー社会貢献クラブ講演会（東京） 
5/29 平和のための戦争展（神奈川） 
5～6 月 NPO ハウス校庭フリーマーケット（東京） 
7/1 北海道 NGO フェスタ（北海道） 
7/2～13 港区ボランティアセンター活動パネル展（東京）
7/7 北海道国際協力フェスタ 2007（北海道） 
7/21 JCBL10 周年記念イベント（東京） 

8/15 
大田区政 60 周年記念『第 7回平和祈念コンサー 
ト』（東京） 

8/17～19 港区助成事業活動紹介パネル展（東京） 

8/17～19 ライジングサンロックフェスタ（北海道） 

9/8 天満敦子チャリティーコンサート（東京） 

9/8 ふれ愛まつりだ、芝地区（東京） 

9/22.23 千葉日本大学第一中学・高等学校『習陵祭』（千葉）

9/29 中部大学第一高校学園祭「一高祭」 
10/6,7 グローバルフェスタ JAPAN2007（東京） 
10/6.7 横浜市立東高等学校（神奈川） 
10/7 RKK 一乗祭（東京） 

 

月日 内容 （場所） 

10/8 二宮市教育委員会主催文化講演会（神奈川） 
10/20,21 NPO まつり（東京） 

10/20 東京未来大学学園祭「未来祭」（東京） 

10/27,28 横浜国際協力フェスタ 2007（神奈川） 
10/31 JHP15 周年記念祝賀会（東京） 
11/3.4 鶴見女子中高学園祭「光華祭」（神奈川） 
11/9,10,11 旭川教育大学学園祭「六稜祭」（北海道） 
11/12 コープとうきょう講演会（東京） 
11/17 茨城キリスト教大学創立 40 周年講演会（茨城）

11/23 
スペシャルオリンピックス東京チャリティラン
（東京） 

11/28 国際婦人協会バザー（東京） 
12/1.2 京都アーティストサミット（京都） 
12/3 オタワ条約 10 周年記念イベント（東京） 
12/5～9 俳優座劇場『天国に行って 3つめのドア』（東京）
12/22 JHP 活動報告会（北海道） 
12/23 和泉妃夏 一人芝居（東京） 
1/27 新宿シティハーフマラソンバザー（東京） 
2/2 神奈川九条の会（神奈川） 
2/2,3 ワンワールドフェスティバル（大阪） 
2/16 第 17 回旭川生涯学習フェア地球市民村（北海道）
2/27 JTB 西日本『にっぽん演歌の夢祭り』（大阪） 

3/16 
北海道教育大学旭川校付属中学校音楽部定期演
奏会（北海道） 

※この他にも、全国各地のイベントに出展しＪＨＰの活動を紹介しました。

主な広報・物販・募金活動の実績 
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Ａ：毛布をおくる運動チラシ Ｂ：JNNE 翻訳発行レポート表紙

 
                              

加 入 団 体 と の 提 携 
当会が加入している各団体における活動実績は以下の通り。 

団 体 名 ＪＥＮ 

2007 年 5 月 1 日より JHP 理事の吉岡が JEN の共同代表に就任した。2007 年度の復興支援活動地域は新たにスーダンが加わ

り、アフガニスタン、イラク、パキスタン（地震）、スリランカ（津波被災者および停戦による帰還民の定住支援）の 5カ国

および中越沖地震被災地における復興支援の合計 6 ヶ所であった。2008 年には引き続き支援活動を実施している上記の 6 個

所のほか、シリアでイラク難民支援を新たに始める予定。 

団 体 名 地雷廃絶日本キャンペーン（ＪＣＢＬ） 

・代表の小山内が世話人、七條が運営委員を継続。 

・国内でのイベント主催及び出展、啓発活動に協力。7 月にはウガンダから ICBL 大使のマーガレット・オレク氏を招いて、

JCBL10 周年イベントを開催。12 月にはオタワ条約 10 周年を記念してイベントを開催した。 

・『ちょうちょキャンペーン』（オタワ条約未加入国へのメッセージの収集、大使館等への進呈）に協力。 

・当会の自主的活動として、地雷Ｔシャツを年間 267 枚販売し 53,400 円を JCBL に寄付した。（下表参照） 

・ノルウェー政府やクラスター兵器連合などを中心に、世界的にクラスター爆弾禁止条約制定の動きが大きくなってきたこ

とを受けて、『オスロ・プロセス』の国際会議に積極的に出席。また、国会議員、外務省、防衛省とも報告会や勉強会、話し

合いの機会を数多く設け、日本政府が求められている牽引役としての役割の重要性をアピールした。さらに、クラスター爆

弾禁止に向けて、日本政府に対して署名活動も行い、内閣府に提出した。 

団 体 名 アフリカへ毛布をおくる運動  

2007 年度の収集枚数は 114,430 枚、配布枚数は 122,500 枚。配布先はエチオピア、ジプチ、ウガンダ、マラウイ、モザ 

ンビーク、コンゴ、ソマリア、スーダンの 8 カ国。なおアフリカへ毛布をおくる運動は活動開始以来 25 周年になる 2009 年

を機会に終了する方針が決定された。当会の関わりについては、13 ページのボランティア派遣事業の報告を参照。2008 年度

の毛布募集チラシは欄外Ａの通り。 

団 体 名 ＮＰＯ事業サポートセンター  

・代表小山内が代表理事の一人。 

・ＮＰＯ事業サポートセンターが主催する「NPO まつり 2007」に出展した。事務局中込が実行委員として関わった。 

団 体 名 国際協力ＮＧＯセンター（ＪＡＮＩＣ） 

・各種通知やメール等で国際協力に関する重要な情報を受け、活動を充実させることができた。 

・当会のボランティア募集、イベント情報、求人情報などの情報を掲載することができた。 

・ホームページ上で寄付を呼びかける寄付サイト（NGO サポート募金）に継続参加した。 

団 体 名 港区国際交流協会 

会報等で港区に関する情報を得ることができた。また、交流協会の会報に『国際ボランティア・カレッジ』のチラシを

同封してもらったことがきっかけとなり、港区内の受講生を得られた。 

団 体 名 教育協力ＮＧＯネットワーク（ＪＮＮＥ） 

教育分野における国連ミレニアム開発目標「2015年までに、全ての子どもが男女の区別なく初等教育の全過程を修了でき

るようにする」などの進捗状況を、ユネスコは毎年モニタリング・レポートとして発表している。JNNEは国際協力機構（JICA）

と共同で昨年に引き続き「万人のための教育（EFA）グローバル・モニタリング・レポート2008年要約版」を翻訳発行、JHP

のスタッフも分担翻訳に加わった（欄外B参照）。小学校に行けない世界の子どもは今なお7,200万人もおり、このままでは

2015年までに58カ国で初等教育の完全普及が不可能とされている。2008年、日本はG8の議長国とEFA-FTIの共同議長国を務め

る上、TICAD Ⅳも国内で開催される。国際問題への関心が高まるこの機会に、JNNEはEFA達成に向け、教育協力の重要性を広

く市民社会に訴え、更なる理解と参加を働きかける。 

団 体 名 北海道ＮＧＯネットワーク 

札幌を中心とした地域の情報収集、他団体との情報交換を行うことができた。 

団 体 名 カンボジア市民フォーラム 

・2007年 4月 1日に実施されたカンボジア地方選挙の監視員として市民フォーラムから10人が参加した6人は日本から出発、

4人は現地駐在員。当会より吉岡理事が 3月 27 日より 4月 2日まで監視活動に参加。4月 21 日早稲田奉仕園で報告会開催。

・2008 年１月 10 日アジア基金と共催で「カンボジアの民主化と 2008 年国民議会選挙」というテーマのセミナーを開催した。

・2008 年 7 月 27 日に実施されるカンボジア国政選挙の監視活動にカンボジア選挙監視 NGO であるコムフレルと協力して参加

するための準備を進めている。 

 
＜地雷Ｔシャツ販売数と寄付金＞ 

年 度 枚 数 寄 付 額 
1998（平成 10） ３２７ ６５，４００円 
1999（平成 11） ３６９ ７３，８００円 
2000（平成 12） ５４８ １０９，６００円

2001（平成 13） ３１４ ６２，８００円

2002（平成 14） ６９５ １３９，０００円

2003（平成 15） ３４２ ６８，４００円

2004（平成 16） ５４０ １０８，０００円

2005（平成 17） ２００ ４０，０００円

2006（平成 18） ２９１ ５８，２００円

2007（平成 19） ２６７ ５３，４００円

合  計 ３，８９３ ７７８，６００円


